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口
減
少
が
止
ま
ら
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
県
内
の
出
生
数
は

２
０
２
４
年
に
初
め
て
１
万
人
を
割
り
、

影
響
は
や
が
て
高
校
や
大
学
の
進
学

者
数
に
も
現
れ
て
き
ま
す
。
青
山
の

同
窓
生
も
減
少
す
る
と
い
う
現
実
を
、

受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
、
先
日
面
白
い
デ
ー
タ

を
見
つ
け
ま
し
た
。
大
学
に
進
学
し

た
１８
歳
の
人
の
内
、
県
内
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
人
の
割
合
を
調
査
し
た

も
の
で
、
近
隣
他
県
は
２０
～
３０
％
台

だ
っ
た
の
に
対
し
、
新
潟
県
は
５３
％

と
い
う
高
い
水
準
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
県
経
済
の
力
強
さ
の
証
左
で

あ
り
、
県
内
大
学
の
充
実
ぶ
り
の
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
も
経
営
者
と
し
て
、
よ
り

良
い
会
社
作
り
に
邁
進
し
、
も
っ
と

地
元
に
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
皆
様
の
会
社
の

紹
介
も
で
き
ま
す
の
で
、
心
あ
る
方

は
是
非
ご
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

昨
年
は
、
同
窓
会
費
の
見
直
し
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
皆
様

か
ら
快
く
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
変
有
難
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
の
目
的
は
会
員
相
互
の
親
睦

と
母
校
の
発
展
で
あ
り
、
今
後
も
母

校
へ
の
支
援
を
拡
充
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
他
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に

同
窓
会
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設

し
、
登
録
者
数
は
２
０
０
名
近
く
に

な
る
な
ど
、
ｗ
ｅ
ｂ
の
活
用
も
進
ん
で

お
り
ま
す
。

今
後
も
よ
り
多
く
の
皆
様
か
ら
同

窓
会
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、

総
会
日
程
の
見
直
し
や
、
現
役
大
学

生
と
の
コ
ラ
ボ
な
ど
、
新
た
な
試
み

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
新
潟
県
内
に
お
い
て
も
人

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や

か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
午
年
で
す
が
、
馬
は
人
を

乗
せ
て
や
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
商

売
繁
盛
と
幸
運
が
駆
け
込
ん
で
く
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
経
済
も
、

長
く
続
い
た
バ
ブ
ル
崩
壊
の
く
び
き

か
ら
解
き
放
た
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
に
、
か
つ
て
の
「
坂
の
上
の
雲
」

の
よ
う
な
高
揚
感
や
一
体
感
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

新
年
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
青
山
同
窓
会
会
長

吉
田
　
至
夫
（
79
回
）
’71
卒
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吉 田 至 夫

青山同窓会新年会のお知らせ
会長　吉田至夫

　明けましておめでとうございます。恒例の青山同窓会の新年会を開催いたします。普段会えない方々と
大いに歓談していただきたいと思います。各期幹事の皆様からも同期の方々に連絡をしていただきたく�
お願い申し上げます。参加を希望される方はお誘い合わせて事務局までお申し込みください。

記

 日　時  �令和８年２月18日（水）　受付開始　午後６時 
開 宴　午後６時30分

 会　場  ホテルイタリア軒（TEL　025–224–5111）

 会　費  �当日、会場受付で納入ください。�
令和２年３月卒業以前（128回から先輩・通信制）、旧職員　　8,000円�
令和２年から令和７年３月卒業まで（129回から133回まで）　 3,000円

 お申し込み方法 	 �卒回、お名前、日中ご連絡可能な電話番号をメールまたはハガキでご連絡ください。

 締め切り  令和８年２月６日（金） 
　　　　　　 �お申し込み後、やむを得ずキャンセルされる場合は２月12日（木）まで承ります。（２月12日（木）

午後３時30分までに欠席の変更連絡がいただけなかった方は、後日キャンセル料金として対象
会費相当額を申し受けます。）

 お申し込み・問い合わせ 
　青山同窓会事務局　�〒951-8127　新潟市中央区関屋下川原町2–635 県立新潟高等学校内�

TEL　025–266–5268　　　メールアドレス   niigata_aoyama@yahoo.co.jp�
在室時間　�月～金曜日（祝日・入学試験期間等を除く）�

午前10時30分から午後３時30分まで�
（業務内容によっては留守になることもあります。）
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て
以
来
、
県
民
の
皆
様
の
安
全
と
安

心
を
確
保
す
る
こ
と
を
第
一
に
、「
住

ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
新
潟
県
」

の
実
現
を
目
指
し
、
県
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
県
で
は
、
急
速
に
進
む
少
子
化

等
を
背
景
と
し
た
人
口
減
少
問
題
や

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
な

ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

オ
ー
ル
新
潟
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

青
山
同
窓
会
の
皆
様
、
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
３０
年
６
月
に
知
事
に
就
任
し

新　

年　

の　

ご　

挨　

拶

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
新
潟
県
が
若
者
や
女
性
に
魅
力

の
あ
る
働
く
場
所
と
し
て
、
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
で
き
る
場
所
と
し
て
、

子
育
て
世
代
に
と
っ
て
こ
ど
も
を
生

み
育
て
や
す
い
場
所
と
し
て
、
多
く

の
方
々
が
魅
力
を
感
じ
て
訪
れ
る
場

所
と
し
て
「
選
ば
れ
る
」
よ
う
、
公

民
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

昨
年
は
、
愛
子
内
親
王
殿
下
に
も

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
日
本
最
大
級

の
防
災
イ
ベ
ン
ト
「
ぼ
う
さ
い
こ
く

た
い
」
が
本
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、

出
展
者
・
来
場
者
と
も
過
去
最
多
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
渡
市
で
は

「
佐
渡
島
の
金
山
」
が
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
以
降
、
観
光
客
が

支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
防
衛
大
臣
政
務
官
兼
内

閣
府
大
臣
政
務
官
と
し
て
、
我
が
国

の
安
全
保
障
や
災
害
対
応
の
最
前
線

に
立
ち
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
尽
力
い
た
し
ま
し
た
。
緊

迫
す
る
国
際
情
勢
を
踏
ま
え
、
外
交

と
防
衛
の
両
面
を
強
化
す
る
と
と
も

に
現
場
の
声
を
国
政
に
届
け
る
責
任

の
重
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

郷
土
の
誇
り
を
胸
に
、
未
来
を
拓
く

参
議
院
議
員
　
小
林
　
一
大
（
100
回
）　
　
　
’92
卒

新
春
を
寿
ぎ
謹
ん
で
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
青
山
同
窓
会
会
員
の

皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
皆
様
に
は
格
別
な
ご

令
和
７
年 

青
山
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
の
報
告

鈴
木
　
寛
（
102
回
）　
　
　
’94
卒

同　

窓　

会　

総　

会　

報　

告

令
和
７
年
７
月
１８
日
（
金
）
に
青

山
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
が
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
吉
田
至
夫
会
⾧
（
７９
回
）

の
ご
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
市

野
正
廣
校
⾧
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
市
野
校
⾧
か
ら
は
青
陵
祭
の
桟

敷
に
対
す
る
支
援
の
御
礼

や
、
現
役
生
の
皆
さ
ん
の

文
武
と
も
に
果
敢
に
挑
戦

し
て
い
る
こ
と
や
今
春
の

進
学
実
績
等
、
近
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。 

続
い
て
、
東
京
青
山
同

窓
会
の
日
下
部
朋
子
幹
事

⾧
（
８２
回
）、
東
北
青
山

同
窓
会
笹
川
稔
郎
会
⾧

（
８２
回
）
よ
り
各
地
の
開

催
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

そ
の
後
、
議
事
に

う
つ
り
、
令
和
６
年
度
会

務
報
告
及
び
決
算
、
令
和

７
年
度
会
務
計
画
及
び
予

対
前
年
比
で
約
２
割
増
加
す
る
な
ど

登
録
の
効
果
が
着
実
に
表
れ
て
き
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
県
を
訪
れ
る

外
国
人
の
延
べ
宿
泊
者
数
は
、
過
去

最
高
を
記
録
し
た
令
和
６
年
を
上
回

る
伸
び
を
見
せ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
本
県
の
多
様
な
魅
力
を
発
信
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
妙
高
地
域
で
の
大
規

模
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
計
画
が
進
ん
で

い
ま
す
。
県
で
は
計
画
実
現
を
後
押

し
し
、
県
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
、
横

綱
に
昇
進
し
た
大
の
里
関
が
活
躍
を

続
け
て
お
り
、
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ

ナ
２
０
２
６
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

一
方
で
、
物
価
高
や
人
口
減
少
、

地
域
産
業
や
交
通
、
医
療
体
制
の
維

持
、
拉
致
問
題
な
ど
多
く
の
課
題
が

山
積
み
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現

状
を
踏
ま
え
、
私
は
「
地
方
か
ら
日

本
を
変
え
る
」
と
い
う
思
い
を
胸
に
、

新
潟
の
現
場
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
歩

き
、
地
域
の
声
を
着
実
に
国
政
に
届

け
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
と

直
接
向
き
合
い
、
声
を
聞
き
、
課
題

解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
国
全
体

の
活
力
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

大
先
輩
で
あ
る
花
角
知
事
を
は
じ

め
首
長
、
各
級
議
員
の
皆
様
、
そ
し

て
何
よ
り
各
地
で
活
躍
さ
れ
る
同
窓

会
の
皆
様
を
は
じ
め
全
て
の
皆
様
と

連
携
し
、
地
域
の
力
を
結
集
し
て
新

潟
の
発
展
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
新
潟
高
校
出
身
の
た
だ
一

人
の
国
会
議
員
で
あ
る
こ
と
に
深
い

誇
り
と
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

新
潟
高
校
で
培
っ
た
「
自
主
自
律
」

を
原
動
力
に
、
先
輩
・
後
輩
の
皆
様

の
活
躍
に
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
新
潟
の
声
を
国
の
未
来

へ
と
つ
な
ぐ
た
め
情
熱
を
持
っ
て
進

ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

結
び
に
、
青
山
同
窓
会
の
さ
ら
な

る
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
本
県
ゆ
か
り

の
選
手
の
出
場
、
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

こ
う
し
た
明
る
い
話
題
や
取
組
が

活
力
の
あ
る
新
潟
県
に
つ
な
が
る
こ

と
を
願
う
と
と
も
に
、
新
潟
ゆ
か
り

の
方
々
や
組
織
・
団
体
が
、
大
き
く

飛
躍
す
る
１
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

青
山
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
引
き

続
き
県
政
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「�
住
ん
で
よ
し
、訪
れ
て
よ
し
の 

新
潟
県
」の
実
現
に
向
け
て

新
潟
県
知
事
　
花
角
　
英
世
（
85
回
）　
　
　
’77
卒
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算
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
報

告
事
項
で
は
新
潟
高
校
１
３
０
周
年

基
金
会
計
報
告
及
び
が
ん
ば
れ
青
山

会
計
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

同
窓
会
後
半
は
懇
親
会
で
す
。
小

池
由
麻
さ
ん
（
１１７１１７
回
）
の
司
会
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

新
旧
校
歌
斉

唱
で
現
役
当
時
の
気
分
に
戻
っ
た
後

は
、
若
槻
良
宏
副
会
⾧
（
１００１００
回
）
に

よ
る
乾
杯
で
歓
談
タ
イ
ム
に
移
り
ま

し
た
。

各
卒
業
会
に
分
か
れ
た
テ
ー
ブ
ル

で
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
思
い
出
話

に
花
が
咲
き
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
で
は
恒
例
の
お
楽
し
み

大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
数
多
く
の
寄

せ
ら
れ
た
寄
贈
品
が
同
窓
生
に
送
ら

―　乾杯酒　―
109回　�樋木　由一　様（樋木酒造㈱）　　日本酒
―　最多出席期表彰　―
  94回　�本多　　孝　様（フェルミエ）　　ワイン
109回　�樋木　由一　様（樋木酒造㈱）　　日本酒
―　お楽しみ大抽選会　―
  60回　金塚　　尚　様
  60回　�小林　　亨　様�

　ワイン　赤白各１本
  79回　�吉田　至夫　様（㈱新潟クボタ）�

　コシヒカリ（１Kg）５セット
  85回　�渡邉　　毅　様（みどり病院）�

　プレミアム脳ドックご招待券　１枚
  86回　�栗山　敏昭　様（㈱栗山米菓）�

　米菓詰め合わせ　５セット
  86回　�栗山　敏昭　様（ホテル日航新潟）�

　ホテル日航新潟　ランチ券ペア　３セット
  94回　�本多　　孝　様（フェルミエ）�

　ワイン　３本
  95回　�町田　一越　様（日産プリンス新潟販売㈱）�

　日産ＮＩＳＭＯグッズ　４セット
  95回　�古泉　明男　様（亀田製菓㈱）�

　お菓子詰め合わせ　３セット
100回　�若槻　良宏　様（新潟青山法律事務所）�

　グルメカード券　１枚
105回　�田中　健一　様（㈱クオリス）�

　安兵衛　食事券　３セット
109回　�樋木　由一　様（樋木酒造㈱）�

　日本酒　２本
      　　�ANAクラウンプラザホテル新潟　様�

　ギフト　２セット
      　　�ホテルイタリア軒　様�

　ホテル利用券　１枚

令和７年  青山同窓会総会・懇親会 寄贈品

日時：�令和８年７月17日（金）　�
午後６時～　    　総会�
午後６時30分～　懇親会

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟

 令和８年度 
青山同窓会総会のお知らせ

―予定―

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総
会
実
行
委

員
⾧
佐
藤
邦
栄
さ
ん
（
１０２１０２
回
）
に
よ

る
今
回
の
同
窓
会
総
会
最
多
出
席
期

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
位

は
２０
名
参
加
の
「
７９
回
」。
２
位
は

１５
名
「
８２
回
」、
３
位
は
９
名
「
８５

回
」。
来
年
は
同
期
に
声
を
掛
け
合
っ

て
、
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
る
同
窓
会

に
し
た
い
も
の
で
す
。 

懇
親
会
ラ
ス
ト
は
応
援
歌
「
ま
す

ら
お
」
斉
唱
。
ま
す
ら
お
は
笹
川
淳

史
さ
ん
（
１０２１０２
回
）、
エ
ー
ル
は
品
田

泰
さ
ん
（
１０１１０１
回
）
に
よ
る
力
強
い
発

声
で
会
場
は
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。 

最
後
は
、
町
田
一
越
副
会
⾧
（
９５

回
）
の
挨
拶
か
ら
万
歳
三
唱
で
和
や

か
に
会
は
幕
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

令和７年度青山同窓会会務計画
令和７年７月18日（金）　総会　
令和８年２月18日（水）　新年会

令和６年度青山同窓会収支決算書
（自　令和６年 ４月１日　至　令和７年 ３月 31 日） （単位：円）

科　目 予算額 決算額 差　異 備　　　　　考

入会金収入 713,400 717,200 △ 3,800 １年生　　　1 人　800 円× 358 人
２・３年生　1 人　600 円× 718 人

会 費 収 入 6,000,000 6,083,500 △ 83,500 同窓会年会費１口 1,000 円
総 会 収 入 4,000,000 2,173,000 1,827,000 8,000 円× 271 人、3,000 円× 1 人、寄付
新年会収入 770,000 681,000 89,000 8,000 円× 85 人、寄付

雑 収 入 1,000 20,758 △ 19,758 校章バッジ、校歌・応援歌 CD 代金、
預金利子

収 入 合 計 11,484,400 9,675,458 1,808,942
総 会 費 4,000,000 2,180,046 1,819,954
新 年 会 費 770,000 622,500 147,500
人 件 費 1,350,000 1,315,262 34,738 職員１人給料、社会保険料

通 信 費 1,800,000 1,661,794 138,206 総会案内及び会報発送料金、振込料金、
電話料金、料金後納利用代

印 刷 費 700,000 670,609 29,391
総会案内状、封筒、振替用紙、
はがき印刷代、宛名出力代、
名簿データメンテナンス代

慶 弔 費 100,000 96,050 3,950 離任職員餞別、献花

広 報 費 2,200,000 2,147,172 52,828 年２回発行会報印刷代、学校案内掲載広告代、
ホームページ契約料、ホームページ改修料962,500円

会 議 費 600,000 426,800 173,200
旅 費 450,000 435,350 14,650
卒業生記念品費 300,000 279,510 20,490

補 助 費 870,000 850,000 20,000
東京青山 100,000 円、東北青山 100,000 円、
関西青山 100,000 円、通信制 50,000 円、
クラブ OB 会補助、青陵祭補助、学校行事補助

母校支援費 130,000 130,515 △ 515 がんばれ青山寄付 100,000 円、
卒業生連絡ハガキ

退職積立預金 100,000 100,000 0

諸 費 250,000 291,545 △ 41,545 光熱水費、消耗品費、
デジタルカメラ代金 42,280 円

予 備 費 929,243 0 929,243
支 出 合 計 14,549,243 11,207,153 3,342,090
収 支 差 額 △ 3,064,843 △ 1,531,695 △ 1,533,148
前 期 繰 越 金 3,064,843 3,064,843 0
次 期 繰 越 金 0 1,533,148 △ 1,533,148

令和７年４月４日　上記の通り相違ないことを確認致します。
監事

監事

令和７年度青山同窓会収支予算書
（自　令和７年４月１日　至　令和８年３月 31 日）

（単位：円）
科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 備　　　　　考

入会金収入 717,600 713,400 4,200 １年生　　　1 人 800 円× 360 人
２・３年生　1 人 600 円× 716 人

会 費 収 入 7,000,000 6,000,000 1,000,000 同窓会年会費　1 口 1,000 円
総 会 収 入 4,000,000 4,000,000 0 1 人 8,000 円× 500 人
新年会収入 880,000 770,000 110,000 1 人 8,000 円× 110 人
ホームページ協賛金 90,000 0 90,000 協賛企業
雑 収 入 1,000 1,000 0 預金利子

収 入 合 計 12,688,600 11,484,400 1,204,200
総 会 費 4,000,000 4,000,000 0
新 年 会 費 880,000 770,000 110,000
人 件 費 1,450,000 1,350,000 100,000 職員１人給料、社会保険料

通 信 費 1,800,000 1,800,000 0 会報発送、総会、役員会案内郵便料金
振替料、電話料金

印 刷 費 700,000 700,000 0 封筒、振替用紙、案内状印刷代、
データメンテナンス代

慶 弔 費 100,000 100,000 0 慶弔電報、香華料、離任職員餞別

広 報 費 1,300,000 2,200,000 △ 900,000 年 2 回発行会報印刷代、学校案内掲載広告代
ホームページ契約料、LINE 契約料

会 議 費 600,000 600,000 0

旅 費 450,000 450,000 0 東京、関西、東北同窓会総会、
県内高校同窓会長有志懇談会出席旅費

卒業生記念品費 300,000 300,000 0

補 助 費 1,370,000 870,000 500,000
東京同窓会補助 100,000、関西同窓会補助 100,000、
東北同窓会補助 100,000、通信制部会補助 50,000、
クラブＯＢ会補助、青陵祭補助、学校行事補助

母校支援費 180,000 130,000 50,000 がんばれ青山寄付、卒業生連絡はがき代
退職積立預金 100,000 100,000 0
諸 費 400,000 250,000 150,000 光熱水費、消耗品費、パソコン代
予 備 費 591,748 929,243 △ 337,495

支 出 合 計 14,221,748 14,549,243 △ 327,495
収 支 差 額 △ 1,533,148 △ 3,064,843 1,531,695
前 期 繰 越 金 1,533,148 3,064,843 △ 1,531,695 前年度繰越金
次 期 繰 越 金 0 0 0
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が ん ば れ 青 山
～応援募金についてご案内～

日頃は同窓会活動にご理解・ご協力を賜りありがとうございます。
全国大会へ出場し活躍を続ける現役生を支援するため、募金口座を開設しております。引き続き、「がんばれ青山」
へのご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ゆうちょ銀行　00510-4-52617　がんばれ青山
第四北越銀行
　　　　本店　普通口座　5054323　がんばれ青山

○お取引明細表が領収証となります。
○お名前に併せて卒回もご記入ください。
　・‌�第四北越銀行様ATM画面では「御依頼人指定」にて操作でき
ます。　

　・‌�ゆうちょ銀行様ATM画面では金額入力後の「ご確認ください」
の画面で操作できます。「口座名義で送金します」で「いいえ」
を選び、手入力で下記のようにご入力をお願いします。

　・‌�ご自身のお名前の前に卒回の数字のみを入力ください。
　　（カイソツ、ネンカイ等の文字は必要ありません。）
　　例）全日制の方の場合　　００アオヤマタロウ
　　　　通信制の方の場合　　ツ００アオヤマケンジ

ご寄付を頂戴しましたことをご報告し、篤くお礼申
し上げます。

がんばれ青山応援募金御芳名簿
（2024年12月～2025年11月）

　個人　全日制　 79回　吉田　至夫
　　　　　　　　 86回　佐々木　元
　　　　　　　　 87回　若山　　寛
　　　　　　　　 91回　三木　恵造
　　　　　　　　102回　大滝　春樹
　　　　　　　　108回　小野　由美
　団体　�91期還暦同期会 

青山同窓会
（敬称略）

　

ま
だ
梅
雨
な
の
に
晴
れ
渡
る
青

空
、
真
夏
日
で
も
日
比
谷
公
園
の
緑

を
見
渡
せ
る
眺
め
の
良
い
レ
ス
ト
ラ

ン
会
場
で
、
令
和
７
年
６
月
２８
日
の

昼
、
総
会
・
新
人
歓
迎
会
を
開
催

し
た
。

今
回
は
、
豪
華
３
本
立
て
「
い
ま

い
あ
い
さ
ん
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
唱
」「
大

越
健
介
氏
の
講
演
」「
玉
川

太
福
師
匠
の
浪
曲
芸
」。「
大

越
氏
講
演
」
は
キ
ャ
ン
セ
ル

と
は
な
っ
た
が
、
代
役
を
立

て
乗
り
切
っ
た
。「
浪
曲
芸
」

は
見
事
で
拍
手
喝
采
！
皆
を

唸
ら
せ
笑
わ
せ
た
。

今
回
の
運
営
は
去
年
の
９４

回
か
ら
、
今
年
は
１００１００
～
１０５１０５
回

有
志
１０
余
人
が
企
画
準
備

し
、
進
行
の
合
間
に
は
Ｄ
Ｊ

の
音
楽
も
提
供
さ
れ
恙
な
く

運
営
し
て
く
れ
た
。

佐
藤
信
秋
東
京
青
山
同
窓

会
長
、
吉
田
至
夫
青
山
同
窓

会
長
の
各
ご
挨
拶
、
市
野
正

廣
学
校
長
か
ら
は
母
校
音

信
、
旧
３
学
年
担
任
２
教
諭

の
ご
紹
介
な
ど
。
続
い
て
事

令
和
７
年
度
東
京
青
山
同
窓
会

（
総
会
兼
新
人
歓
迎
会
）報
告

工
藤
　
義
夫
（
74
回
）　
　
　
’66
卒

各　

地　

青　

山　

同　

窓　

会

務
局
か
ら
、
工
藤
事
務
局
長
の
会
務

報
告
、
高
山
会
計
幹
事
の
会
計
報
告

（
決
算
承
認
）、
次
い
で
、
大
滝
副
会

長
か
ら
は
「
役
員
一
斉
交
代
・
ほ
ぼ

１０
年
振
り
」
を
紹
介
。

イ
ベ
ン
ト
１
は
「
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
」

で
本
会
３
度
目
の
い
ま
い
あ
い
さ
ん

（
１０５１０５
回
）
が
３
曲
を
披
露
し
た
。
ラ

ン
チ
前
の
乾
杯
音
頭
は
、
最
高
齢
の

渡
辺
千
里
さ
ん
（
６２
回
）
が
今
年
も

つ
と
め
た
。
漸
く
、
お
待
ち
か
ね
の

“
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
”
今
回
は
総
参
加

者
１０６１０６
人
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
一
時

は
行
列
も
で
き
た
が
い
つ
し
か
解
消
、

ゆ
っ
く
り
と
談
笑
し
な
が
ら
の
ひ
と

と
き
で
は
あ
っ
た
。

次
い
で
、「
大
越
健
介
氏
講
演
」

は
業
務
都
合
で
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ

た
が
、
大
越
氏
と
同
じ
く
高
校
・
大

学
で
野
球
部
さ
ら
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
の

成
澤
良
さ
ん
（
１０５１０５
回
）
が
代
役
に
。

新
人
歓
迎
会
は
、
１３３１３３
回
の
１５
人
の

多
数
を
歓
迎
。
壇
上
に
集
い
代
表
４

人
（
星
玲
央
、
吉
田
莉
央
、
窪
田
裕

成
、
上
村
綾
美
）
の
返

礼
。
乙
川
文
隆
君
（
１３０１３０

回
）
の
音
頭
で
校
歌
斉

唱
・
ま
す
ら
お
合
唱
で

会
場
唱
和
。
集
合
写
真

等
撮
影
後
は
自
由
歓

談
、
計
３
時
間
半
が

閉
幕
。

二
次
会
は
３０
余
人
が

新
橋
居
酒
屋
。
さ
ら
に

銀
座
デ
ィ
ス
コ
に
十
余

人
、
述
べ
１２
時
間
も
。

来
年
は
６
月
２７
日
（
土
）

昼
・
同
会
場
で
１０６１０６
～
１２２１２２

回
の
有
志
が
担
当
。

…
１０
年
ひ
と
む
か
し
…

東
京
会
も
幾
星
霜
９６
回

に
…
こ
れ
も
ま
た
伝
統

か
…
。 

　　　　　　　　  卒業アルバム寄贈のお礼並びにお願い� 会長　吉田　至夫
下記の学年及び旧制中学の卒業アルバムをお持ちの方は同窓会へのご寄贈を検討ください。

49回、52回、53回、54回、57回、95回
ご寄贈いただける方は、青山同窓会事務局まで連絡をお願いします。
TEL/FAX　025-266-5268　メール　niigata_aoyama@yahoo.co.jp
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令
和
７
年
１１
月
１６
日
（
日
）
に
第

１９
回
関
西
青
山
同
窓
会
総
会
・
懇
親

会
が
新
大
阪
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
残
念
な

が
ら
現
役
学
生
の
参
加
は
な
く
、
来

賓
も
含
め
出
席
者
２６
名
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

総
会
は
恩
田
雅
和
会
長
（
７６
回
）

の
ご
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。
事
務

局
幹
事
の
渡
邊
友
昭
さ
ん
（
８３
回
）

の
司
会
で
議
事
が
進
行
さ
れ
、
島
田

茂
さ
ん
（
８３
回
）
か
ら
前
年
度
の
事

業
報
告
と
会
計
報
告
、
役
員
改
選（
再

令
和
７
年
度　

関
西
青
山
同
窓
会
報
告

佐
野
　
卓
郎
（
95
回
）　
　
　
’87
卒

任
）
の
説
明
が
あ
り
、
無
事
承
認
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
の
講
演
会
で
は
、
映

画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
河
合
早
苗
さ

ん
（
８６
回
）
か
ら
話
題
作
で
あ
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
“
フ
ィ
シ
ス

の
波
文
”
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
河
合
さ
ん
が
「
波
文
（
波

紋
）」
に
魅
せ
ら
れ
本
作
の
製
作
に

至
っ
た
経
緯
も
交
え
な
が
ら
映
画
作

品
の
概
要
等
を
説
明
い
た
だ
き
、
出

席
者
の
皆
さ
ん
は
大
変
興
味
深
い
講

演
を
熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
撮
影
後
、
別
会
場
に
移
動
し

て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
伊

藤
洋
介
さ
ん
（
８３
回
）
の
司
会
の
も

と
、
最
年
長
の
近
藤
宏
一
さ
ん
（
６６

回
）
か
ら
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
始
ま

り
、
青
山
同
窓
会
吉
田
至
夫
会
長

（
７９
回
）
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
桑
野

一
美
幹
事
長
（
９７
回
）
か
ら
母
校
の

市
野
正
廣
校
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代

読
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
歓

談
タ
イ
ム
と
な
り
、
６６
回
か
ら
１０２１０２
回

ま
で
幅
広
い
年
代
か
ら
の
出
席
者
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
は
恒
例
の
「
丈
夫
」
斉
唱
で
、

伊
藤
洋
介
さ
ん
の
指
揮
の
も
と
参
加

者
全
員
で
の
大
合
唱
と
な
り
、
佐
藤

悌
二
郎
副
会
長
（
８３
回
）
に
閉
会
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
無
事
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

事
務
局
役
員
の
皆
様
な
ら
び
に
遠
路

新
潟
よ
り
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま

し
た
吉
田
会
長
、
桑
野
幹
事
長
に
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
度
は
関
西
青
山
同
窓
会
と
し

て
節
目
の
第
２０
回
目
の
総
会
と
な
り

ま
す
。
記
念
す
べ
き
総
会
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
と
も

関
西
在
住
の
同
窓
生
に
出
席
の
お
声

掛
け
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

★ 青山同窓会の書籍等のご案内 ★
　新潟高校 120周年までの歴史を編纂した書籍や校歌・
応援歌を収録したCD等をご希望の同窓会員にお分けして
おります。事務局までお問い合わせください。

　『青山百二十年史』書籍（CD-ROM付き）� 10,000円
　『青山同窓会百二十周年名簿』� 5,000円
　校歌・応援歌CD� 1,000円

※‌すべて送料込み、料金振込手数料別途

「
ひ
さ
し
ぶ
り
ら
ね
～
」「
ま
め
ら
っ

た
か
ね
？
」「
ま
め
ら
～
」
こ
れ
は

令
和
７
年
６
月
２９
日
（
日
）、
新
潟

東
映
ホ
テ
ル
に
て
青
山
同
窓
会
通
信

制
部
会
「
恩
師
を
囲
む
会
」
開
催
時

の
一
齣
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
時
期

を
除
い
て
２
年
毎
に
開
催
し
て
お
り
、

令
和
５
年
６
月
以
来
の
開
催
で
し

通
信
制
部
会
は
永
久
に
不
滅
で
す

安
倍
　
武
勇
（
通
27
回
）　
　
　
’85
卒

た
。
ご
来
賓
の
吉
田
至
夫
青
山
同
窓

会
会
長
と
恩
師
７
名
、
５
回
卒
か
ら

４８
回
卒
ま
で
の
同
窓
生
６７
名
、
計
７５

名
の
大
盛
会
で
し
た
。

小
森
雅
且
さ
ん
（
通
４７
回
）
の
司

会
で
、
岡
田
忠
雄
さ
ん
（
通
２７
回
）

の
主
催
者
代
表
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

続
い
て
吉
田
同
窓
会
長
挨
拶
、
小
泉

正
先
生
か
ら
恩
師

挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。（
次
第
で
は

渡
辺
銀
次
郎
先
生

が
挨
拶
す
る
予
定

が
所
用
で
欠
席
さ

れ
、
小
泉
先
生
が

急
遽
代
行
さ
れ
ま

し
た
）
そ
の
後
加

藤
寿
一
先
生
の
指

揮
の
下
、
大
き
な

声
で
校
歌
斉
唱
を

行
い
、
小
栗
武
先

生
の
ご
発
声
で
乾

杯
後
懇
親
会
に
入

り
ま
し
た
。
Ａ
～

Ｈ
各
テ
ー
ブ
ル
に

先
生
と
同
窓
生
が

そ
れ
ぞ
れ
着
席

し
、
学
校
生
活
の

昔
話
や
近
況
報
告

等
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

宴
も
酣
で
し
た
が
時
間
と
な
り
片

桐
靖
孝
先
生
の
指
揮
の
下
、
応
援
歌

丈
夫
を
全
員
で
大
合
唱
、
興
奮
も
覚

め
や
ら
ぬ
間
に
高
島
徹
先
生
の
ご
発

声
で
万
歳
三
唱
を
声
高
ら
か
に
行

い
、
余
韻
に
浸
り
な
が
ら
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

私
は
秋
田
県
出
身
、
秋
田
市
在
住

で
す
が
縁
あ
っ
て
通
２７
回
卒
と
な
り
、

丈
夫
を
合
唱
し
た
く
て
「
恩
師
を
囲

む
会
」
に
は
ほ
ぼ
毎
回
出
席
し
て
お

り
ま
す
。
先
生
方
の
挨
拶
の
中
に
も

あ
り
ま
し
た
が
、
通
信
制
課
程
は
無

く
な
っ
て
し
ま
い
４８
回
卒
を
最
後
に

新
入
会
者
は
お
ら
ず
、
い
ず
れ
は
通

信
制
部
会
の
在
籍
者
は
居
な
く
な
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
今
全
国
的
に

通
信
制
課
程
が
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。
秋
田
市
の
あ
る
私
立
高
校
で
は
、

令
和
８
年
４
月
に
通
信
制
課
程
を
設

置
す
る
そ
う
で
す
。
私
が
在
籍
し
て

い
た
当
時
と
は
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
全

く
違
い
、
高
度
化
・
多
様
化
・
デ
ジ

タ
ル
学
習
等
次
世
代
型
通
信
制
教
育

だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
新
潟
高
校
に

も
通
信
制
課
程
が
復
活
し
た
ら
良
い

の
に
な
～
と
夢
の
ま
た
夢
を
見
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
い
つ
も
思
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

我
が
青
山
同
窓
会
通
信
制
部
会

は
、
私
（
た
ち
）
の
心
の
中
に
永
久

に
不
滅
で
す
。
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第  122  号
　

第
１３７１３７
回
直
木
賞
受
賞
作
品
『
吉
原

手
引
草
』（
松
井
今
朝
子
著
）
の
担

当
編
集
者
、
木
原
さ
ん
。

　

就
職
活
動
で
は
「
営
業
以
外
の
職

種
」
を
探
し
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
た

も
の
の
、
学
生
時
代
か
ら
続
け
て
い

た
ラ
ジ
オ
構
成
作
家
の
仕
事
も
あ
り

忙
し
い
２０
代
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
何
気
な
い
友
人
か
ら
の�

「
木
原
さ
ん
の
仕
事
は
空
気
み
た
い

で
形
に
残
ら
な
い
も
の
だ
ね
」
と
い

う
言
葉
に
ハ
ッ
と
し
、「
私
は
本
が

好
き
だ
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
編
集
の
仕

事
を
ち
ゃ
ん
と
や
ろ
う
！
」
と
一
念

発
起
し
、
出
版
業
界
へ
の
転
職
に
挑

戦
し
た
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
転
職

先
の
出
版
部
門
が
廃
止
と
な
り
、
既

に
進
行
中
の
作
品
共
々
、
受
入
先
を

探
す
こ
と
に
。
紆
余
曲
折
の
の
ち�

幻
冬
舎
に
入
社
さ
れ
、
そ
の
当
時
の

作
品
『
ガ
ン
ジ
ス
河
で
バ
タ
フ
ラ
イ
』

（
た
か
の
て
る
こ
著
）
は
売
行
き
好

調
で
重
版
と
な
り
、
今
も
編
集
者
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
編
集
者
の
仕
事

　

著
名
な
作
家
に
は
既
に
編
集
担
当

が
い
る
た
め
、
新
し
い
作
家
を
探
し

出
す
の
も
仕
事
の
一
つ
。
新
人
賞
や

文
芸
誌
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、「
こ
の

人
！
」
と
い
う
作
家
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
な
ど
、
情
報
収
集
は
欠
か
せ
な

い
と
の
こ
と
。
作
家
と
の
や
り
と
り

で
は
「
待
つ
」
こ
と
も
仕
事
、
小
説

以
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
本
な
ど
短
期
の
仕

事
も
挟
み
つ
つ
、
作
家
と
の
関
係
を

つ
な
ぎ
な
が
ら
案
を
練
っ

た
り
準
備
し
た
り
と
並
走

し
て
い
き
ま
す
。「
実
は

編
集
者
は
究
極
の
営
業
職

で
し
た
」
と
木
原
さ
ん
。

と
は
い
え
、
仕
事
の
や
り

方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
何
か

を
売
り
込
む
営
業
職
で
は

な
く
、
ゼ
ロ
か
ら
打
合
せ

を
重
ね
作
品
を
作
り
上
げ

同　

窓　

生　

訪　

問

幻
冬
舎
編
集
者

木
原
い
づ
み
さ
ん
（
93
回
） 

’85
卒
を
訪
ね
て

長
谷
部
美
也
子
（
93
回
）
’85
卒

る
た
め
の
「
裏
方
」
と
し
て
の
営
業

職
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

当
時
の
幻
冬
舎
に
ま
だ
少
な
か
っ

た
「
時
代
小
説
」
を
や
っ
て
み
よ
う

と
思
い
、
松
井
今
朝
子
さ
ん
に
最
初

に
お
会
い
し
て
か
ら
実
際
に
執
筆
が

ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
３
年
後
。
今
で

は
松
井
さ
ん
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
任

さ
れ
、
直
木
賞
授
賞
パ
ー
テ
ィ
ー
の

采
配
も
担
当
す
る
ほ
ど
信
頼
関
係
が

構
築
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

木
原
さ
ん
の
高
校
３
年
間
は
、
女

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
と
趣
味
の

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
通
い
が
思
い
出
だ
そ

う
で
す
。
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

き
っ
か
け
に
新
潟
高
校
を
再
訪
し
、

玄
関
周
り
の
石
碑
に
書
か
れ
た
校
歌

や
応
援
歌
が
す
ぐ
に
歌
え
る
自
分
に

驚
い
た
と
の
こ
と
。「
新
潟
に
い
る

と
『
新
潟
の
風
景
、
空
、
海
、
平
野
』

『
食
の
豊
さ
』
は
当
た
り
前
す
ぎ
て

気
づ
か
な
い
け
れ
ど
、
実
は
す
ば
ら

し
い
こ
と
。
外
に
出
て
み
な
い
と
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
若
い
う
ち
に
体
験
し
て
ほ
し
い
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

幻
冬
舎
のYouTube

チ
ャ
ン
ネ

ル
「
幻
冬
舎plus

」
に
木
原
さ
ん

が
登
場
す
る
回
が
あ
り
ま
す
。
作
品

と
合
わ
せ
て
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

青山同窓会Webサイトリニューアルの 
お知らせとＬＩＮＥ登録のお願い

　2025年４月に、青山同窓会公式Webサイトをリニュー
アルいたしました。
　より見やすく、スタイリッシュで、同期会やOB会な
どの最新情報をタイムリーにお届けできる構成となっ
ております。ぜひ一度ご覧ください。
　また、これに合わせて「LINE公式アカウント」を開
設しました。従来のWebサイトは、アクセスしてい
ただかない限り情報をご覧いただけませんでしたが、
LINEでは、Webサイトの更新情報や総会・新年会のご
案内などを毎月定期的に「発信」してまいります。
　将来的には、会員の皆様にご登録いただくことで、
会報や各種お知らせを郵送からデジタル配信へと移行し、
郵送費削減にもつなげたいと考えております。
　ぜひ、下記の二次元コードから友だち登録をお願い
いたします。

青山同窓会Webサイト 
「企業協賛バナー」募集のご案内
　2025年４月に青山同窓会公式Webサイトをリ
ニューアルし、イベント情報の発信や会報バック
ナンバーの公開など、より分かりやすく・タイム
リーに情報をお届けできるようになりました。
　このたび、Webサイト内に企業協賛バナーおよ
び紹介ページを掲載いただける企業・団体様を募
集いたします。
　皆さまからのご協賛は、同窓会公式Webサイ
トの運営費として大切に活用させていただきます。
　つきましては、下記の要項をご確認のうえ、ご
支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

【募集概要】
掲載期間／�2026年７月～2027年６月�

（１年間）
掲載場所／�・トップページ内のバナーエリア�

・「協賛企業紹介」ページ
協賛金／15,000円（１年間）

【お申込み方法】
　同窓会Webサイトのトップページにある「お
問い合わせ」より、「一般お問い合わせフォーム」
にてお申し込みください。確認後、事務局より必
要書類等をお送りいたします。
　ご不明な点がございましたら、お気軽に事務局
までお問い合わせください。皆さまの温かいご支
援を心よりお願い申し上げます。

●Webサイトアドレス ●ＬＩＮＥ登録

　なお、個人情報の取り扱いには十分配慮したシステム
となっております。安心してご利用ください。
　お問い合わせは広報委員会までお願いいたします。

広報委員会
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陸
上
自
衛
隊
の
師
団
幕
僚
長
と
い

う
役
職
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
師

団
幕
僚
長
と
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
各

地
方
部
隊
で
あ
る
師
団
に
お
い
て
、

師
団
長
を
補
佐
す
る
幕
僚
を
統
括
し
、

将
官
に
次
ぐ
佐
官
の
最
上
級
者
と
し

て
司
令
部
を
ま
と
め
る
最
高
幹
部
の

こ
と
で
す
。
東
北
南
部
を
管
轄
す
る

第
６
師
団
司
令
部
の
幕
僚
長
と
し
て

国
防
や
災
害
復
興
の
最
前
線
を
支
え

る
堀
口
大
助
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

〈
堀
口
大
助
さ
ん
略
歴
〉

　

新
潟
高
校
卒
業
後
、
防
衛
大
学�

校
を
経
て
自
衛
隊
入
隊
。
入
隊
７
年�

後
に
は
シ
リ
ア
に
派
遣
、
帰
国
後�

は
幹
部
学
校
で
経
験
を
積
む
な
ど
、

自
衛
隊
幹
部
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

２
０
１
５
年
に
は
シ
リ
ア
内
戦
が
激

化
す
る
中
で
、
駐
レ
バ
ノ
ン
防
衛
駐

在
官
と
し
て
派
遣
さ
れ
３
年
間
務
め

た
。
２
０
２
５
年
３
月
か
ら
現
職
。

こ
の
仕
事
を
志
し
た

　
　

き
っ
か
け
と
そ
の
時
期

　

防
衛
大
学
校
の
学
生
時
に
明
確
に

陸
上
自
衛
隊
を
生
涯
の
職
業
と
決
心

し
ま
し
た
。
防
衛
大
学
校
に
入
っ
た

の
は
自
衛
官
に
な
り
た
か
っ
た
か
ら

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
４
年
間
の
教
育
を
受
け
、
ま

た
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
て
い
く
う
ち

に
、
こ
の
仕
事
な
ら
生
涯
か
け
て
で

も
や
り
が
い
が
あ
る
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
当
時
は
ま
だ

若
輩
者
で
し
た
の
で
、
真
に
何
か
高

尚
な
理
由
が
あ
っ
て
自
衛
隊
を
志
し

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
金
を

た
く
さ
ん
稼
い
で
良
い
生
活
を
し
た

い
と
い
っ
た
こ
と
よ
り
、
人
の
た
め

社
会
の
た
め
に
な
る
仕
事
が
し
た
い

と
い
う
考
え
が
漠
然
と
心
の
中
に

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
こ
の
自

衛
隊
と
い
う
組
織
で
自
分
を
試
し
て

み
よ
う
と
い
う
“
挑
戦
”
と
も
い
え

る
よ
う
な
気
持
ち
が
あ
っ
た
こ
と
も

大
き
な
理
由
の
一
つ
で
す
。

仕
事
へ
の
想
い

　

常
に
念
頭
に
置
き
自
ら
を
省
み
て

い
る
の
は
「
自
衛
隊
・
自
衛
官
の
存

在
意
義
」
で
す
。
以
前

尊
敬
す
る
上
司
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
言
葉
に

「
こ
の
仕
事
は
ア
ン
パ

ン
マ
ン
だ
」
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
意
味
は
、
ア

ン
パ
ン
マ
ン
は
普
通
の

ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
と

は
違
い
、
文
字
通
り
自

陸
上
自
衛
隊　

第
37
代
第
6
師
団
司
令
部
幕
僚
長

堀
口
大
助
さ
ん
（
100
回
） 

’92
卒
を
訪
ね
て

加
藤
　
貴
之
（
100
回
）
’92
卒

同　

期　

会

令
和
７
年
８
月
１６
日
土
曜
日
、
ホ

テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
に
て
１０７１０７
回

（
１
９
９
９
年
卒
業
）
大
同
期
会
を

開
催
し
、
６８
名
の
卒
業
生
が
会
場
に

集
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
ご
と
や
部
活
で
の
集
ま
り

は
散
発
的
に
あ
っ
た
も
の
の
、
卒
業

し
た
同
期
が
一
堂
に
会
し
た
の
は
、

実
に
１
９
９
９
年
の
卒
業
以
来
２６
年

ぶ
り
。
も
と
も
と
は
２
０
２
４
年
夏

に
高
野
裕
介
君
が
「
そ
ろ
そ
ろ
集
ま

ろ
う
」
と
声
を
上
げ
た
の
が
始
ま
り

で
、
新
潟
市
在
住
の
同
期
た
ち
が
中

心
と
な
っ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を

作
成
。
１
人
、
ま
た
１
人
と
増
え
、

最
終
的
に
は
１
８
０
名
を
超
え
る
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
当
日
。
発
起
人
で

あ
る
高
野
君
は
仕
事
の
都
合
で
残
念

な
が
ら
参
加
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
当
時
の
担
任
で
あ
っ
た
古
文
の

小
島
先
生
、
化
学
の
加
藤
先
生
、
日

本
史
の
高
須
先
生
、
数
学
の
八
木
先

生
ら
６
名
の
先
生
方
に
も
ご
出
席
を

賜
り
、
開
会
前
か
ら
、
会
場
の
い
た

る
と
こ
ろ
で
再
会
を
喜
ぶ
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

茂
木
崇
治
君
の
軽
妙
洒
脱
な
司
会

進
行
の
下
、
池
田
沙
良
さ
ん
の
挨
拶
、

廣
瀬
雄
一
君
に
よ
る
乾
杯
、
直
後
に

全
員
集
合
し
て
の
記
念
撮
影
な
ど
、

「
さ
す
が
青
山
の
卒
業
生
！
」
と
唸

る
よ
う
な
手
際
で
会
が
進
ん
で
い
き

ま
し
た
。
最
初
は
３
年
次
の
ク
ラ
ス
、

次
は
２
年
次
、
そ
し
て
１
年
次
、
部

活
動
と
、
テ
ー
ブ
ル
を
定
期
的
に

シ
ャ
ッ
フ
ル
し
な
が
ら
の
進
行
に

徐
々
に
昔
の
記
憶
が
呼
び
起
さ
れ
、

ま
た
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
写
真
を
活
用

し
た
当
時
の
ク
イ
ズ
や
、
お
越
し
い

た
だ
い
た
先
生
方
に
よ
る
ご
挨
拶
に

ら
の
身
を
削
り
（
顔
を
食
べ
さ
せ
）

困
っ
て
い
る
人
を
救
う
ヒ
ー
ロ
ー
で

あ
る
。
誰
も
が
で
き
る
わ
け
で
は
な

く
、
誰
も
が
で
き
れ
ば
や
り
た
く
な

い
、
だ
け
ど
誰
か
が
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
仕
事
、
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
こ
に
自
衛
隊
・
自
衛
官
の
存
在
意

義
が
あ
り
、
我
々
の
、
そ
し
て
私
の

や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

職
務
上
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

細
か
く
は
お
話
し
で
き
な
い
の
で

す
が
、
か
な
り
危
険
な
状
況
で
覚
悟

を
決
め
て
部
隊
を
率
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

状
況
不
明
下
で
こ
の
先
ど
う
な
る
か

全
く
予
想
が
で
き
な
い
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
計
画
・
準
備
段
階
か
ら

現
地
の
実
行
段
階
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

想
定
を
し
て
準
備
し
、
結
果
、
幸
運

に
も
す
べ
て
が
丸
く
収
ま
り
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
の
時
に
感
じ
た
の
は
パ
ス
ツ
ー

ル
の
言
葉
「
幸
運
は
準
備
さ
れ
た
心

に
微
笑
む
」
で
す
。
し
っ
か
り
と
準

備
し
て
い
な
け
れ
ば
、
目
の
前
を
通

り
過
ぎ
る
幸
運
に
は
全
く
気
が
付
き

ま
せ
ん
。
準
備
を
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
幸
運
が
目
の
前
に
現
れ
た
こ
と

に
気
づ
き
、
こ
れ
を
捕
ま
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
何
も

し
な
い
者
に
幸
運
は
決
し
て
訪
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。

４
０
０
０
人
を
束
ね
る

　
　

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え

　

あ
る
意
味
何
か
こ
と
が
起
こ
れ
ば

命
を
投
げ
打
っ
て
で
も
自
分
の
責
務

を
果
た
す
“
身
を
も
っ
て
責
務
の
完

遂
に
努
め
る
”
自
衛
官
と
し
て
、
そ

の
心
構
え
と
言
わ
れ
れ
ば
、「
国
家
・

国
民
の
た
め
に
果
た
す
べ
き
こ
と
を

果
た
す
と
い
う
職
務
遂
行
へ
の
使
命

感
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

第
６
師
団
に
は
宮
城
・
福
島
・
山

形
の
３
県
５
ヶ
所
の
駐
屯
地
に

４
０
０
０
名
の
自
衛
官
が
駐
屯
し
て

い
ま
す
。
何
千
何
万
の
自
衛
官
を
束

ね
る
指
揮
官
で
あ
っ
て
も
一
人
の
隊

員
で
あ
っ
て
も
前
述
の
職
務
遂
行
へ

の
使
命
感
と
い
う
根
幹
は
一
緒
で
あ

り
、
一
緒
で
あ
る
が
故
に
指
揮
官
は

大
部
隊
を
束
ね
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

　

な
か
な
か
紙
面
で
は
書
け
な
い
こ

と
を
口
頭
で
お
話
し
い
た
だ
い
て
、

視
野
が
広
が
っ
た
気
分
で
し
た
。
私

の
中
の
自
衛
隊
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か

ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、
朗
ら
か

で
お
お
ら
か
な
人
柄
で
、
心
の
中
に

芯
を
強
く
持
っ
て
い
る
の
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
方
が
上
官
の

自
衛
隊
な
ら
安
心
し
て
日
本
に
住
ん

で
い
ら
れ
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

取
材
は
昨
年
１０
月
に
行
い
ま
し
た
。

現
在
は
陸
上
幕
僚
監
部
に
配
属
さ
れ

て
い
ま
す
。

107
回
卒
業
生
大
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た

五
十
嵐
悠
介
（
107
回
）　
　
　
’99
卒
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会
場
は
大
き
く
盛
り
上
が
り
、
楽
し

い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去

り
ま
し
た
。

締
め
は
も
ち
ろ
ん
『
丈
夫
』。
吉

澤
英
寿
君
に
よ
る
「
応
援
歌
用
意
！
」

の
掛
け
声
が
響
く
と
、
会
場
中
か
ら

大
き
な
返
事
が
。
２６
年
ぶ
り
の
一
体

感
に
包
ま
れ
な
が
ら
『
丈
夫
』
の
斉

唱
と
エ
ー
ル
が
会
場
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。
最
後
に
、
生
徒
会
長
・
長
井

健
一
君
の
閉
会
の
挨
拶
で
幕
を
下
ろ

し
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
古
町
へ
と

流
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
第
１１２１１２
回
生
は
、
２
０
０
６

年
１
月
に
成
人
式
祝
賀
会
を
開
催

し
、
当
時
は
１
６
５
名
が
集
結
し
ま

し
た
。
あ
れ
か
ら
２０
年
、
４０
歳
の
節

目
を
迎
え
、
２
０
２
５
年
８
月
１６
日

（
土
）、“
ダ
ブ
ル
成
人
式
祝
賀
会
”

と
銘
打
ち
、
新
潟
市
に
て
同
期
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
仕
事
や
育
児
で
多

忙
な
４０
歳
ゆ
え
、
残
念
な
が
ら
出
席

で
き
な
か
っ
た
同
期
生
も
多
数
い
ま

し
た
が
、
総
勢
９０
名
が
集
結
し
、
再

会
を
果
た
し
ま
し
た
。
開
催
案
内
と

出
欠
確
認
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
オ
ー
プ

ン
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
２
０
０
６
年
１
月
の

成
人
式
祝
賀
会
と
同
じ
会
場
で
あ
る

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新

潟
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め
の

う
ち
は
緊
張
と
恥
ず
か
し
さ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
当
時
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
す
る
に
は
そ
れ
ほ
ど
時
間
は
か
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
各
々
グ
ラ
ス
を

傾
け
な
が
ら
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
、
歓
談
が
盛
り
上
が
る
中
、
ク
ラ

ス
ご
と
の
記
念
撮
影
を
皮
切
り
に
、

代
表
者
ミ
ニ
ス
ピ
ー
チ
、
担
任
の
先

生
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
続

き
、
最
後
は
全
員
の
集
合
写
真
撮
影
、

そ
の
流
れ
で
青
陵
祭
連
合
長
の
指�

揮
の
も
と
丈
夫
斉
唱
、
と
大
い
に�

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
会
場
の
一
角

に
設
け
た
「
思
い
出
コ
ー

ナ
ー
」
に
は
、
卒
業
ア
ル

バ
ム
や
え
び
茶
の
体
操

着
、
青
陵
祭
・
青
山
祭
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
当
時
の

現
物
！
）、
事
前
ア
ン
ケ
ー

ト
で
募
っ
た
思
い
出
コ
メ

ン
ト
を
掲
示
し
、
懐
か
し

さ
に
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ

れ
る
同
期
が
多
く
い
ま

し
た
。

　

第
２
部
は
、
５０
名
ほ
ど

が
ホ
テ
ル
近
く
のD

ining 
Bar Largo

へ
と
会
場

を
移
し
、
元
軽
音
楽
部
に

よ
る
バ
ン
ド
演
奏
ラ
イ
ブ

や
、
元
２
組
４
名
（
法
律

家
・
起
業
家
・
芸
術
家
・

第
112
回
卒
業
生

ダ
ブ
ル
成
人
式
祝
賀
会
開
催

丸
田
　
力
也
（
112
回
）　
　
　
’04
卒

文
筆
家
）
に
よ
る
ア
ド
リ
ブ
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

第
１
部
で
は
語
り
切
れ
な
か
っ
た
当

時
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。

　

当
日
は
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
（
新

潟
高
校
の
先
輩
）
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
素
敵
な
写
真
を
１１２１１２
回
生
の
新

た
な
思
い
出
と
し
て
多
く
残
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
同
期
の
み
な
さ
ん
、

２０
年
後
の
ト
リ
プ
ル
成
人
式
で
！
と

は
い
わ
ず
、
ぜ
ひ
５
年
後
１０
年
後
、

節
目
ご
と
に
気
軽
に
集
ま
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
元
気
な
姿
で
再
会
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Ｏ　

Ｂ　

会　

青
山
競
技
部　

総
会
開
催

会
長
　
河
合
　
慎
次
郎
（
86
回
）　
　
　
’78
卒

　

陸
上
競
技
部
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
で

あ
る
青
山
競
技
部
総
会
は
酷
暑
の
８

月
を
避
け
、
９
月
２０
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
今
回
初
の
試
み

と
し
て
、
先
輩
に
よ
る
講
演
会
を
企

画
し
ま
し
た
。
講
師
は
豊
岡
示
朗
さ

ん
（
７３
回
）
で
、「
私
の
陸
上
人
生
」

と
い
う
演
題
で
し
た
。

豊
岡
さ
ん
は
中
学
時
代
に
陸
上
競

技
の
素
質
を
見
出
さ
れ
、
新
潟
高
校
、

東
京
教
育
大
（
現
：
筑
波
大
）
へ
と

進
み
、
８
０
０
ｍ
で
日
本
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

赴
任
先
の
大
阪
体
育
大
学
で
は
中
長

距
離
に
お
け
る
第
一
線
級
の
選
手
を

多
く
育
成
さ
れ
、
さ
ら
に
退
任
後
の

現
在
も
「
ウ
ォ
ー
ク
＆
ラ
ン
」
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
陸
上
競

技
や
市
民
マ
ラ
ソ
ン
の
普
及
・
発
展

に
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

２
０
２
４
年
度
に
は
第
３４
回
ラ
ン

ナ
ー
ズ
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
表
題
の
「
私
の
陸
上
人
生
」

に
ふ
さ
わ
し
い
講
演
で
、
終
了
後
も

会
場
は
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
拍
手
が

鳴
り
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

懇
親
会
は
本
会
の
相
談
役
で
あ
る

青
海
道
寛
さ
ん
（
７２
回
）
の
乾
杯
の

音
頭
で
華
や
か
に
開
宴
と
な
り
ま
し

た
。
宴
も
進
み
、
長
年
に
わ
た
り
新

潟
県
陸
上
競
技
協
会
会
長
と
し
て
ご

尽
力
さ
れ
た
大
橋
誠
五
さ
ん
（
７６
回
）

を
皮
切
り
に
、
遠
路
こ
の
会
に
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
い
た
伊
藤
宏
さ
ん
、

大
石
憲
一
さ
ん
（
７４
回
）、
岡
田
政

文
さ
ん
（
７５
回
）
を
は
じ
め
、
山
崎

健
さ
ん
（
７７
回
）、
三
膳
義
久
さ
ん

（
７９
回
）
ほ
か
多
く
の
方
々
か
ら
毎

日
元
気
は
つ
ら
つ
に
過
ご
さ
れ
て
い

る
と
の
現
況
を
お
聞
き
し
、
大
変
嬉

し
い
限
り
で
し
た
。

新
潟
高
校
陸
上
競
技
部
顧
問
の
松

本
由
美
子
先
生
か
ら
頂
戴
し
た
現
役

人
生
１
０
０
年
時
代
、
こ
れ
か
ら

何
度
も
集
ま
り
『
丈
夫
』
を
歌
い
続

け
て
い
き
ま
す
。
会
の
開
催
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
多
く
の
仲
間

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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令
和
７
年
８
月
１６
日
（
土
）
新
潟

高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
サ
ッ
カ
ー

部
Ｏ
Ｂ
戦
を
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
令
和

５
年
か
ら
引
き
続
き
、
３
年
連
続
で

無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
開
催
案

内
を
郵
送
で
送
付
す
る
方
法
か
ら
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知

を
中
心
と
す
る
方
法
に
切
り
替
え
た

初
年
度
で
、
Ｏ
Ｂ
の
参
加
者
数
が
予

諸
君
の
活
動
報
告
で
は
、
男
子
４
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
が
北
信
越
大
会
ま

で
進
出
し
た
こ
と
が
披
露
さ
れ
る
と
、

折
し
も
こ
の
日
開
催
さ
れ
て
い
た
世

界
陸
上
で
の
日
本
リ
レ
ー
チ
ー
ム
へ

の
期
待
も
相
ま
っ
て
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

中
締
め
は
米
原
洋
一
副
会
長
（
７９

回
）
か
ら
新
潟
高
校
陸
上
競
技
部
男

子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
の
今
シ
ー

ズ
ン
で
の
個
人
記
録
を
分
析
し
、
来

シ
ー
ズ
ン
は
そ
の
実
力
を
遺
憾
な
く

発
揮
す
れ
ば
、
強
豪
校
が
居
並
ぶ
中

で
も
十
分
に
勝
ち
上
が
っ
て
い
け
る

青
山
水
友
会 　

半
世
紀
ぶ
り
の
出
会
い

行
田
　
充
（
84
回
）　
　
　
’76
卒

　

そ
れ
は
令
和
７
年
３
月
、
と
あ
る

パ
ー
テ
ィ
ー
の
席
で
の
出
来
事
だ
っ

た
。
円
形
テ
ー
ブ
ル
の
向
か
い
に

座
っ
た
初
老
の
男
性
と
名
刺
交
換
を

し
た
お
り
、「
行
田
で
す
」「
松
木
で
す
」

と
名
乗
っ
た
。
そ
の
時
、「
行
田
か
！
」

「
松
木
か
！
」
と
互
い
に
叫
ん
で
い

た
。
５０
年
ぶ
り
の
再
会
で
あ
る
。
そ

の
後
は
パ
ー
テ
ィ
ー
そ
っ
ち
の
け
で

水
泳
部
時
代
の
話
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

当
時
、
プ
ー
ル
の
隣
に
は
校
長
公

舎
が
あ
り
、
そ
こ
に
お
住
ま
い
の
第

２４
代
高
柳
顕
之
校
長
先
生
に
お
世
話

に
な
っ
た
。
ま
た
、
冬
に
は
プ
ー
ル

に
張
っ
た
氷
上
歩
き
、
早
春
に
は
プ
ー

ル
で
の
小
鮒
釣
り
等
、
次
々
に
記
憶

が
よ
み
が
え
り
酒
を
飲
む
の
も
忘
れ

る
く
ら
い
楽
し
い
時
を
過
ご
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
ヶ
月
、
突
然
松
木
君

か
ら
電
話
が
あ
り
、
関
川
村
で
の
Ｏ

Ｂ
懇
親
会
と
翌
日
の
現
役
部
員
と
の

交
流
会
へ
の
参
加
を
要
望
さ
れ
た
。

高
校
１
年
か
ら
２
年
の
前
半
程
度
の

水
泳
部
経
験
の
た
め
、
参
加
を
躊
躇

し
た
が
、
集
ま
る
メ
ン
バ
ー
の
懐
か

し
さ
か
ら
参
加
を
決
断
し
た
。

８
月
２
日
の
夕
方
に
高
瀬
温
泉
あ

ら
か
わ
荘
に
集
合
。
メ
ン
バ
ー
は
平

田
大
六
会
長
（
６０
回
）、
沖
野
謙
、

岸
直
毅
（
８０
回
）、
中
戸
雅
博
、
山

際
和
明
（
８３
回
）、
長
谷
川
富
明
、

松
木
保
、
行
田
充
（
８４
回
）、
塩
田

拓
也
、
津
野
徹
（
８５
回
）
の
計
１０
名

（
敬
称
略
）。 

平
田
会
長
、
沖
野
、
岸
両
先
輩
た

ち
と
は
初
顔
合
わ
せ
。
す
ぐ
に
思
い

出
せ
な
い
人
も
い
た
が
即
、
打
ち
解

け
て
楽
し
い
宴
会
と
な
っ
た
。
翌
日

の
現
役
世
代
と
の
競
泳
を
考

え
て
、
二
次
会
は
飲
み
過
ぎ

手
前
で
就
寝
と
な
っ
た
。

翌
３
日
は
天
候
も
良
く
、

早
め
に
村
民
プ
ー
ル
に
到
着
。

少
し
遅
れ
て
顧
問
の
佐
藤
先

生
が
２
年
生
の
高
瀬
部
長
、

細
川
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
１
年
生

の
高
橋
君
と
と
も
に
登
場
。

今
年
は
現
役
部
員
と
Ｏ
Ｂ
の

混
合
の
３
チ
ー
ム
で
の
リ

レ
ー
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

年
齢
５０
歳
差
の
リ
レ
ー
は
や

は
り
無
茶
だ
と
思
っ
た
。

そ
の
後
「
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

と
よ
ふ
じ
」
で
昼
食
。
会
場

の
２
階
が
貸
し
切
り
状
態
だ
っ
た
た

め
、
締
め
に
、
１
年
後
輩
で
私
の
次

に
応
援
団
長
を
務
め
た
塩
田
君
と
丈

夫
斉
唱
を
指
揮
す
る
。
久
々
の
丈
夫

は
、
プ
ー
ル
で
の
リ
レ
ー
よ
り
本
当

に
息
が
切
れ
た
が
、
良
い
思
い
出
と

な
っ
た
。

と
の
お
話
を
頂
き
、
会
場
内
は
拍
手

で
割
れ
ん
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

本
会
は
「
新
潟
高
校
陸
上
競
技
部

へ
の
支
援
」
と
「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
懇

親
」
を
２
大
柱
と
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
本
会
の
継
続
、
発
展
の
た
め

若
い
会
員
の
方
々
の
参
加
を
増
や
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
５８
名
の
部
員
が
在

籍
す
る
新
潟
高
校
陸
上
競
技
部
の
皆

さ
ん
の
活
躍
に
対
し
て
支
援
を
継
続

で
き
る
よ
う
、
青
山
競
技
部
の
活
動

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

想
し
づ
ら
か
っ
た
の
で
す
が
、

各
年
代
で
情
報
共
有
を
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
前
年

と
ほ
ぼ
同
等
の
２０
名
ほ
ど
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

過
去
に
類
を
見
な
い
猛
暑
と

な
っ
た
年
で
あ
っ
た
た
め
、

当
初
、
試
合
数
、
試
合
時
間

を
少
な
め
に
設
定
し
た
の
で

す
が
、
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
の
サ
ッ

カ
ー
を
愛
す
る
熱
意
が
勝

り
、
想
定
し
て
い
た
時
間
で

は
物
足
り
ず
、
現
役
部
員
に

お
願
い
し
、
試
合
時
間
を
延

長
し
て
も
ら
う
一
幕
も
あ
り

ま
し
た
。

　

試
合
終
了
後
に
は
、
現
役

部
員
の
キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら
今

後
の
抱
負
を
お
話
し
い
た
だ

い
た
の
ち
、
参
加
者
全
員
で

の
集
合
写
真
撮
影
で
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　

事
前
の
準
備
か
ら
対
戦
相

手
ま
で
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
現
役
部

員
の
皆
さ
ん
や
先
生
方
に
は
、
Ｏ
Ｂ

会
一
同
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
今
後
の
活
躍
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
は
訪
れ
る
機
会
の
少
な
い

母
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
年
１
回
集
い

開
催
す
る
こ
の
Ｏ
Ｂ
戦
は
、
と
て
も

貴
重
で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
今
回
参
加
で

き
な
か
っ
た
方
や
長
い
間
参
加
し
て

い
な
い
方
、
ま
た
初
め
て
の
方
も
、

ぜ
ひ
次
回
は
お
気
軽
に
お
集
り
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
１
月
２
日
に
、
新
春

初
蹴
り
（
フ
ッ
ト
サ
ル
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
Ｏ
Ｂ
同
士
の
親

睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
冬
の
運
動

不
足
解
消
に
も
絶
好
の
機
会
で
す
の

で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

今
後
の
活
動
予
定
な
ど
詳
し
く

は
、
青
山
サ
ッ
カ
ー
Ｏ
Ｂ
会
ブ
ロ
グ

http://aoyam
asoccerobkai.

blog.fc2.com
/　

で
。

青
山
サ
ッ
カ
ー
Ｏ
Ｂ
会

猛
暑
に
も
負
け
な
い
サ
ッ
カ
ー
愛

島
津
　
直
輝
（
110
回
）　
　
　
’02
卒
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【
総
会
・
懇
親
会
】
２
０
２
５
年
８

月
１６
日
に
、
令
和
７
年
度
青
山
剣
友

会
総
会
・
懇
親
会
を
ホ
テ
ル
イ
タ
リ

ア
軒
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
総

勢
２１
名
の
会
員
が
参
加
さ
れ
、
剣
友

会
の
運
営
の
議
決
や
、
顧
問
の
先
生

か
ら
の
部
活
動
近
況
報
告
、
会
員
同

士
の
ご
歓
談
を
通
し
て
、
親
睦
を
さ

ら
に
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
回
は
新
潟
高
校
剣
道
部

創
部
１
３
０
周
年
記
念
に
あ
た
り
、

い
つ
に
も
増
し
て
会
員
間
の
話
に
花

が
咲
き
、
盛
況
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
の
初
め
に
は
、
瀬
野
正
英

先
輩
（
７７
回
）
よ
り
、
新
潟
高
校
剣

道
部
旧
顧
問
の
故
齋
藤
三
郎
先
生
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
変
興
味
深
い
内
容
で
、
参
加
さ
れ

た
会
員
方
も
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し

た
。
ま
た
、
会
の
途
中
に
は
、
新
潟

高
校
Ｏ
Ｂ
の
伊
藤
聡
様
よ
り
、
ギ

タ
ー
に
て
演
奏
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
年
会
の
最
後
に
は
笹
川
淳
史
先
輩

（
１０２１０２
回
）
の
号
令
で
丈
夫
斉
唱
と
エ
ー

ル
を
行
い
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
継
続
し
て
会
を
開
催
し
、
さ
ら

な
る
青
山
剣
友
会
の
発
展
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

【
Ｏ
Ｂ
合
同
稽
古
会
】　

毎
月
１
回
を
目
標
に
、
新
潟
高
校

剣
道
場
に
て
現
役
生
・
Ｏ
Ｂ
を
中
心

青
山
剣
友
会　

総
会
・
懇
親
会
開
催
と
近
況
報
告

青
山
剣
友
会 

事
務
局
代
表  

川
本
良
樹
（
121
回
）　
　
　
’13
卒

青
山
ラ
ガ
ー
ク
ラ
ブ　

夏
の
ラ
ガ
ー
祭
開
催

小
林
　
正
人
（
96
回
）　
　
　
’88
卒

　

昨
年
８
月
１１
日
に
、
恒
例
の
青
山

ラ
ガ
ー
祭
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

長
年
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
と
し
て
け

ん
引
し
て
く
れ
た
谷
川
永
一
郎
く
ん

（
１０４１０４
回
）
が
異
動
と
な
り
、
新
た
に

笹
川
敬
史
く
ん
（
１０８１０８
回
）
が
監
督
に

就
任
し
、
新
た
な
体
制
で
出
発
し
て

初
め
て
の
ラ
ガ
ー
祭
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
も
谷
川
く

ん
に
感
謝
し
ま
す
。
新
天
地
で
も
ラ

グ
ビ
ー
部
に
関
わ
る
と
の
事
で
、
ラ

イ
バ
ル
校
に
な
り
複
雑
な
気
持
ち
で

す
が
、
今
ま
で
Ｏ
Ｂ
会
と
の
橋
渡
し

役
を
務
め
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
笹
川
新
監
督
に
は
、
谷

川
前
監
督
が
築
き
上
げ
た
も
の
を
更

な
る
高
み
へ
導
い
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　

恒
例
の
現
役
生
と
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
交

流
戦
で
は
、
現
役
生
は
前
日
ま
で
３

日
間
福
島
県
い
わ
き
市
で
合
宿
に
参

加
し
、
か
な
り
の
疲
労
が
溜
ま
っ
て

い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ス
タ
ミ
ナ
で

Ｏ
Ｂ
を
上
回
り
、
練
習
の
成
果
を
発

揮
す
る
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
ま
し
た
。

一
方
Ｏ
Ｂ
は
、
幅
広
い
年
代
で
チ
ー

ム
を
組
む
も
、
若
手
Ｏ
Ｂ
の
パ
ワ
ー

や
一
瞬
の
ス
ピ
ー
ド
な
ど
経
験
値
を

活
か
し
て
対
抗
、
前
後
半
と
も
に
双

方
が
ト
ラ
イ
を
取
り
合
う
展
開
と
な

り
、
現
役
生
の
保
護
者
も
数
多
く
見

守
る
中
、
観
戦
者
も
盛
り
上
が
る
展

開
と
な
り
ま
し
た
。
真
剣
に
ぶ
つ
か

り
合
う
こ
と
で
、
Ｏ
Ｂ
は
花
園
出
場

の
想
い
を
現
役
生
に
託
し
、
現
役
生

は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
青
山
ラ

ガ
ー
の
伝
統
を
か
み
締
め
て
く
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

一
昨
年
も
久
し
ぶ
り
の
通
常
開
催

に
戻
り
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
に
ご
参
加
頂

き
ま
し
た
が
、
昨
年
は
前
年
以
上
の

青
山
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ　

今
年
度
は
７０
名
！

新
潟
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
現
役
生
の
様
子
に
つ
い
て

小
杉
　
信
広
（
92
回
）　
　
　
’84
卒

青
山
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
は
、

新
潟
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
を
会
員
と
し
、
新
潟
高
校
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
現
役
生
へ
の
支
援
や
Ｏ

Ｂ
会
行
事
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
時
期
以
降
、
行
事
は
再
開
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
現
役
生
へ
の
支
援

（
練
習
相
手
、
シ
ャ
ト
ル
の
提
供
等
）

は
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
潟
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
は
従
来
同
様
、
平
日
放
課
後
、
休

日
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
部
員
数
が

多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
平
日
は
コ
ー

ト
２
面
半
し
か
使
え
ず
、
十
分
な
練

習
が
で
き
な
い
で
す
が
、
休
日
は
顧

問
の
先
生
の
御
尽
力
に
よ
り
６
面
を

確
保
し
練
習
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
青
山
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ
会
員
が
教
員
と
な
り
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
顧
問
を
勤
め
て
い
る
他
校
と

の
練
習
試
合
や
合
同
練
習
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
が
第
９

回
目
と
な
る
長
岡
高
校
、
高
田
高
校

と
の
「
３
高
戦
」
も
行
わ
れ
て
お
り

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
３
年
生
１５
人
、
２
年

生
２４
人
、
１
年
生
３１
人
、
計
７０
（
男

子
４５
、
女
子
２５
）
人
で
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
３
年
生
は
高
校
で
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
生
徒
が
多
い
中
、

対
外
試
合
で
は
毎
回
、
小
・
中
学
生

か
ら
競
技
を
始
め
た
他
校
の
経
験
豊

富
な
選
手
に
も
臆
せ
ず
全
力
で
プ
レ
ー

し
、
昨
年
５
月
末
の
県
総
体
を
最
後

に
高
校
で
の
部
活
動
を
引
退
し
ま
し

た
。
上
級
生
の
姿
勢
が
奏
功
し
、
２

年
生
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
取
り
組
む

姿
勢
が
よ
り
積
極
的
に
な
り
、
平
日

の
授
業
前
や
練
習
の
な
い
日
に
も
顧

問
の
先
生
に
自
主
練
習
の
許
可
を
求

め
る
生
徒
も
多
い
と
の
こ
と
で
す
。

１
年
生
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
未
経
験
の

生
徒
も
技
術
的
な
「
コ
ツ
」
を
掴
み

Ｏ
Ｂ
参
加
者
で
、
幹
事
団
と
し
て
も

感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
現
役
生

に
と
っ
て
も
非
常
に
励
み
に
な
っ
た

事
と
思
い
ま
す
。

大
会
等
は
平
日
開
催
が
多
く
、
現

役
生
の
試
合
風
景
を
見
る
機
会
は
な

か
な
か
無
い
事
と
存
じ
ま
す
。
現
役

生
の
雄
姿
を
見
る
事
の
で
き
る
貴
重

な
機
会
で
す
。

今
後
も
数
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん

か
ら
ラ
ガ
ー
祭
へ
の
ご
参
加
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

に
合
同
稽
古
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
は
部
員
数
が
減
少
し
て
お

り
ま
す
が
、
現
役
部
員
た
ち
は
上
位

の
大
会
を
目
指
し
て
人
数
が
少
な
い

な
が
ら
も
気
迫
の
こ
も
っ
た
稽
古
を

し
て
お
り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
も
現
役
部
員

も
思
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
稽
古

に
て
指
導
を
し
て
お
り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ

か
ら
様
々
な
こ
と
を
吸
収
し
、
現
役

生
が
さ
ら
な
る
成
長
を
遂
げ
、
良
い

成
績
が
残
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
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始
め
、未
熟
な
点
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、

各
自
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
面
白
み
が
わ

か
り
始
め
て
き
た
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
り
上
達
す
る

た
め
に
は
、
自
分
よ
り
上
級
者
と
ラ

リ
ー
を
行
う
機
会
の
増
加
が
必
要
で

す
が
、
部
員
数
に
対
す
る
平
日
の
使

用
可
能
コ
ー
ト
数
か
ら
、
実
現
が
難

し
い
こ
と
が
悩
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
中
断
し
て
い
る
Ｏ

Ｂ
会
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来

同
様
は
難
し
い
で
す
が
、
再
開
に
向

け
た
動
き
も
出
て
き
ま
し
た
。
詳
細

が
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

会
員
各
位
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
新
潟
高
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
現
役
生
へ
も
御
支

援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
山
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

新
た
な
100
年
に
向
け
て

塚
野
　
真
也
（
86
回
）　
　
　
’78
卒

青
山
柔
道
倶
楽
部　

柔
道
部
創
部

１ 
３ 

０
周
年
記
念
総
会
を
盛
大
に
開
催

青
山
柔
道
倶
楽
部
会
長
　
儀
同
　
政
宏
（
90
回
）　
　
　
’82
卒

　

２
０
２
４
年
に
新
潟
高
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
、
同
年
１１
月
３０
日
に
ホ
テ

ル
日
航
新
潟
で
盛
大
に
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
来
賓
の
歴
代
コ
ー
チ
８
名
、
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
会
員
総
勢
５７
名
に
ご
出
席
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の

祝
賀
演
奏
と
し
て
世
界
的
三
味
線�

プ
レ
ー
ヤ
ー
で
当
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ�

で
も
あ
る
史
佳Fum

iyoshi

さ
ん

（
２
０
２
５
年
９
月
に
ご
逝
去
）
に

演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
御
来
賓
の
方
々
や
会
員
か
ら
も
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
高
校
時
代
の
思

い
出
な
ど
に
花
が
咲
き
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
会
が
進
み
ま
し
た
。
そ
し

て
最
後
は
恒
例
の
『
ま
す
ら
お
』
で

会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
例
年
の
ク
ラ
ブ
の
活
動

と
し
て
は
青
山
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
総
会
、
現
役
世
代
へ
の
活
動

費
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
１０
月
２５
日
に
昭
和
４０
年�

代
～
５０
年
代
の
コ
ー
チ
で
あ
っ
た�

故
・
小
泉
英
雄
先
生
の
奥
様
の
傘
寿

の
祝
い
（
満
８０
歳
）
を
開
催
し
ま
し

た
。
高
校
卒
業
後
は
総
会
・
親
睦
会

後
な
ど
に
た
び
た
び
小
泉
亭
に
お

じ
ゃ
ま
し
て
、
小
泉
先
生
と
高
校
時

代
の
思
い
出
な
ど
を
語
っ
て
い
ま
し

た
が
、
夜
遅
く
ま
で
奥
様
も
つ
き

あ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
多
感
な
高
校

生
の
コ
ー
チ
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
奥
様
は
陰
で
先
生
を
支
え
、

ま
た
我
々
の
愚
痴
？
を
温
か
く
受
け

止
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

感
謝
の
念
が
、
総
勢
４０
名
を
超
え
る

Ｏ
Ｂ
を
参
集
さ
せ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
当
時
は
Ｏ

Ｂ
が
夏
休
み
な
ど
を
利
用
し

て
現
役
と
一
緒
に
バ
ス
ケ
を

し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教

え
る
文
化
が
あ
り
、
年
が
離

れ
て
い
て
も
顔
が
見
え
る
先

輩
後
輩
で
し
た
。

　

次
の
１００１００ 

年
に
向
け
て
、
現

役
世
代
へ
の
援
助
お
よ
び�

会
員
同
士
の
親
睦
を
よ
り�

深
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
近
年
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://aoyam
a-bbc.

org

）
を
開
設
し
ま
し
た
。
現
役
お

よ
び
当
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告
と
と
も

に
会
員
情
報
な
ど
の
連
絡
に
活
用
し

て
お
り
ま
す
。

傘寿の祝い
2025年10月25日　ホテル日航新潟

明
治
２８
年
（
１
８
９
５
年
）
に
柔

術
部
と
し
て
創
設
さ
れ
た
青
山
柔
道

部
は
、
創
部
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

こ
の
節
目
を
祝
し
、
令
和
７
年
１１

月
８
日
（
土
）、
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、「
青
山
柔
道
部
創

部
１
３
０
周
年
記
念
総
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
現
役
部
員
の
激

励
に
１７
名
の
会
員
が
高
校
柔
道
場
に

集
合
。
現
役
部
員
と
と
も
に
汗
を
流

す
な
ど
、
久
し
ぶ
り
に
畳
の
感
触
を

確
か
め
ま
し
た
。

　

１８
時
か
ら
総
会
が
ス
タ
ー
ト
。
東

京
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
佐

藤
信
秋
東
京
青
山
柔
道
倶
楽
部
会
長

（
７４
回
）、
立
川
克
雄
名
誉
会
長
（
７２

回
）
の
挨
拶
に
続
き
、
か
つ
て
顧
問

と
し
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
加
藤
英

一
先
生
か
ら
の
祝
辞
、
現
顧
問
の
出

來
島
太
郎
先
生
か
ら
現
役
部
員
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
は
、
村
田
紀

夫
氏
（
７０
回
）
の
乾
杯
に
よ
り
開

宴
。
和
泉
貴
大
氏
（
１２６１２６
回
）
ま
で
、

年
の
差
５６
歳
の
幅
広
い
世
代
か

ら
、
例
年
の
参
加
者
を
大
き
く
上

回
る
総
勢
４６
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
懐
か
し

み
な
が
ら
、
会
場
は
終
始
に
ぎ
や

か
な
雰
囲
気
で
、
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
が
経
過
し
ま
し
た
。

会
も
終
盤
、
大
澤
満
氏
（
８４
回
）

の
音
頭
で
、
部
歌
と
丈
夫
を
参
加

者
全
員
で
斉
唱
。
そ
の
後
、
堀
清

忠
氏
（
７１
回
）
の
中
締
め
、
最
後

に
記
念
撮
影
を
行
い
、
盛
会
の
う

ち
に
会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

市
内
の
公
立
高
校
の
柔
道
部
が
少

な
く
な
っ
て
い
く
中
、
部
員
数
こ
そ

少
な
い
も
の
の
現
役
部
員
が
真
剣
に

稽
古
に
励
み
、
大
会
で
活
躍
し
て
い

る
姿
を
応
援
で
き
る
こ
と
は
、
我
々

先
輩
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
嬉
し
い

こ
と
で
あ
り
、
張
り
合
い
に
な
っ
て

い
ま
す
。

１３０１３０ 

年
の
歴
史
の
中
で
、
旧
制
中
学

校
時
代
に
は
全
国
制
覇
の
経
験
が
あ

る
青
山
柔
道
部
の
伝
統
を
次
世
代
に

つ
な
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
柔
道
部
が
存

続
し
て
い
け
る
よ
う
、
世
代
を
超
え

た
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
再
確
認
し

た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会

「
令
和
７
年
度
現
役
・
Ｏ
Ｂ
交
流
会
」

江
口
　
哲
央
（
98
回
）　
　
　
’90
卒

今
年
度
も
現
役
部
員
と
Ｏ
Ｂ
会
と

の
交
流
会
を
令
和
７
年
１０
月
２５
日
の

青
山
祭
に
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

現
在
の
部
員
数
は
１
年
生
８
名
、
２

年
生
７
名
、
３
年
生
８
名
で
男
女
の

比
率
は
半
々
ぐ
ら
い
だ
そ
う
で
す
。

現
役
部
員
、
Ｏ
Ｂ
の
自
己
紹
介
の

後
、
前
半
は
活
動
報
告
と
し
て
今
年

度
の
山
行
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
月
の



青山同窓会報 令和８年１月１日 （12）

URL https://www.aoyama-dosokai.com/ 　　　E-mail 　niigata_aoyama@yahoo.co.jp

第  122  号

青
山
野
球
倶
楽
部　

令
和
７
年
の
Ｏ
Ｂ
会
活
動
に
つ
い
て

小
沢
　
謙
一
（
93
回
）　
　
　
’85
卒

角
田
山
灯
台
コ
ー
ス
か
ら
始
ま

り
、
５
月
の
春
季
地
区
大
会
の

五
頭
山
の
後
、
巻
機
山
で
行
わ

れ
た
県
総
体
で
は
２
位
と
な

り
、
長
野
県
東
部
の
根
子
岳
・

四
阿
山
で
の
北
信
越
大
会
に
参

加
し
た
そ
う
で
す
。
７
月
の
夏

合
宿
は
２
泊
３
日
で
富
山
県
の

立
山
で
行
わ
れ
、
合
宿
前
訓
練

と
８
月
の
３
年
生
送
別
会
で
は

弥
彦
山
に
神
社
か
ら
登
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

後
半
は
現
役
部
員
、
Ｏ
Ｂ
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
の
質
問
時
間
と
い

う
こ
と
で
、
普
段
の
活
動
の
様

子
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
筋
ト

レ
な
ど
の
体
力
作
り
、
概
念
図

や
断
面
図
を
２
万
５
千
分
の
１
の
地

形
図
か
ら
作
成
す
る
な
ど
は
昔
と
変

わ
ら
な
い
様
子
で
す
。
山
行
ご
と
の

記
録
が
画
像
と
し
て
す
ぐ
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
参
照
で
き
、
高
校

時
代
の
部
活
の
記
録
を
残
せ
て
い
け

る
の
は
う
ら
や
ま
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
私
た
ち
の
頃
の
よ
う
に
夏
合
宿

で
１
週
間
か
か
る
よ
う
な
縦
走
は
日

程
的
に
難
し
く
な
っ
て
い
た
り
、
バ

ス
路
線
の
廃
止
か
ら
登
山
口
ま
で
の

移
動
に
顧
問
の
先
生
方
が
車
を
出
す

な
ど
の
ご
苦
労
も
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

最
後
に
現
役
部
員
へ
の
活
動
支
援

金
を
贈
呈
し
、
参
加
者
全
員
で
記
念

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
終
了
後
に
顧

青
山
野
球
倶
楽
部
は
、
現
役
野
球

部
の
支
援
と
Ｏ
Ｂ
の
親
睦
を
目
的
に

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
７
年
３

月
１２
日
に
は
新
入
会
員
歓
迎
会
を
開

催
し
、
卒
業
生
８
名
中
６
名
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
役
野

球
部
激
励
会
を
令
和
７
年
７
月
２

日
、
高
橋
昇
会
長
（
７３
回
）
以
下
Ｏ

Ｂ
８
名
の
参
加
で
開
催
し
、
金
属

バ
ッ
ト
を
寄
贈
し
夏
の
大
会
で
の
健

闘
を
鼓
舞
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
度

の
支
援
内
容
は
、
元
プ
ロ
の
広
野
功

氏
を
打
撃
コ
ー
チ
招
聘
、
打
撃
投
手

用
防
球
ネ
ッ
ト
、
新
規
格
の
金
属

バ
ッ
ト
５
本
な
ど
の
装
備
品
の
寄
贈

に
加
え
、
ラ
プ
ソ
ー
ド
に
よ
る
計
測

経
費
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
支
援
に
よ
り
、
現
役
選
手
の
打

撃
技
術
の
向
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

春
季
は
ベ
ス
ト
８
、
夏
は
３
回
戦
敗

退
、
秋
季
大
会
は
２
回
戦
で
敗
退
し

ま
し
た
。
打
撃
面
で
の
改
善
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
好
投
手
を

打
ち
崩
す
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
守
備

面
を
含
め
た
総
合
力
向
上
を
期
待

し
、
最
終
的
な
目
標
で
あ
る
甲
子
園

出
場
を
目
指
し
て
側
面
支
援
を
続
け

て
行
き
ま
す
。
広
野
コ
ー
チ
の
示
唆

に
よ
れ
ば
、
現
行
メ
ン
バ
ー
で
甲
子

園
出
場
を
目
指
す
場
合
、
夏
の
大
会

で
勝
ち
抜
く
の
は
な
か
な
か
難
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
選
抜
大
会
の

２１
世
紀
枠
へ
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が

現
実
的
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

第
７７
回
ゴ
ル
フ
大
会
を
令
和
７
年

７
月
２
日
に
参
加
者
１５
名
で
開
催
、

優
勝
は
金
内
良
雄
氏
（
７６
回
卒
）、

準
優
勝
は
川
島
秀
一
氏
（
８６
回
卒
）、

３
位
松
岡
功
太
郎
氏
（
１１３１１３
回
卒
）
で

し
た
。

新
潟
高
校
前
庭
に
建
つ
歌
碑
、「
ふ

な
び
と
は
」。
歌
の
作
者
は
旧
制
新

潟
中
学
時
代
の
卒
業
生
、
會
津
八
一

で
す
。
２
０
２
５
年
は
會
津
八
一
記

念
館
開
館
５０
周
年
に
あ
た
り
、
メ
モ

リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
特
別

展
「
博
士
の
愛
し
た
中
国
美
術　

會

津
八
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
展
覧
会
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。

八
一
は
歌
人
・
書
家
と
し
て
知
ら

れ
る
一
方
、
東
洋
美
術
史
学
者
と
し

て
早
稲
田
大
学
の
研
究
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。
１
９
２
６
（
大
正

１５
）
年
に
同
大
学
で
東
洋
美
術
史
の

講
師
と
な
り
、
１
９
３
１
（
昭
和
６
）

年
に
教
授
に
就
任
。
以
後
１
９
４
５

（
昭
和
２０
）
年
４
月
ま
で
教
壇
に
立

ち
、
多
く
の
門
下
生
を
育
て
ま
し
た
。  

彼
は
古
美
術
商
か
ら
自
費
で
中
国

の
明
器
や
陶
磁
器
、
金
石
拓
本
、
近

世
書
画
な
ど
を
購
入
し
、
教
育
研
究

の
た
め
の
実
物
史
料
と
し
た
の
だ
そ

う
で
す
。
こ
れ
ら
は
現
在
、
早
稲
田

大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
に
所
蔵

さ
れ
、
今
回
の
展
示
も
そ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
中
心
で
し
た
。  

展
示
を
拝
見
し
て
特
に
印
象
的

だ
っ
た
の
は
収
集
方
法
で
す
。
漢
・

青
山
墨
友
会　

開
館
50
周
年
を
迎
え
た

會
津
八
一
記
念
館
の
特
別
展
を
鑑
賞

伊
豆
名
　
皓
美
（
113
回
）　
　
　
’05
卒

六
朝
・
唐
な
ど
時
代
ご
と
に
同
種
の

俑
や
動
物
像
を
多
数
集
め
、
様
式
の

変
遷
を
一
目
で
理
解
で
き
る
よ
う
に

し
た
点
は
、
学
生
に
東
洋
美
術
の
本

質
を
伝
え
る
工
夫
で
し
た
。
八
一
が

唱
え
た
「
美
術
史
は
実
物
と
文
献
の

両
輪
に
よ
る
学
問
」
と
い
う
理
念
を
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
実
感
で
き

ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
記
念
館
の
特

別
展
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
る
展
覧
会
を
拝

見
し
て
感
じ
る
の
は
、
作
品
や
資
料

は
保
存
さ
れ
る
だ
け
で
は
十
分
で
は

な
く
、
学
芸
員
に
よ
る
調
査
研
究
が

不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。「
作

者
は
生
み
の
親
で
あ
り
、
学
芸
員
は

育
て
の
親
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
専
門
職

で
あ
る
学
芸
員
が
資
料
の
価
値
や
意

味
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
作
品
や
資

料
は
育
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
會
津

八
一
の
業
績
や
精
神
を
私
た
ち
が
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
記
念
館
と

学
芸
員
の
不
断
の
努
力
の
お
か
げ
で

す
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
活
動
を
続
け

る
た
め
に
も
、
鑑
賞
者
が
継
続
的
に

足
を
運
び
、
理
解
と
協
力
を
示
す
こ

と
が
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

問
の
先
生
か
ら
伺
っ
た
話
で
は
、
新

潟
県
内
に
ク
マ
出
没
特
別
警
報
が
出

て
い
る
こ
と
か
ら
今
秋
の
山
行
に
も

影
響
が
出
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
た

ち
の
時
代
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
話

で
す
が
、
今
後
も
無
事
に
部
活
動
が

続
け
て
い
け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

な
お
今
年
度
、
日
本
人
と
し
て
２

番
目
に
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を
成
し
遂

げ
た
石
黒
久
先
輩
（
７３
回
・
昭
和
４０

年
卒
）
か
ら
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
時
の

装
備
品
寄
贈
の
お
話
を
い
た
だ
き
、

山
岳
部
顧
問
の
先
生
と
の
協
議
の
結

果
、
学
校
で
お
預
か
り
い
た
だ
け
る

こ
と
と
な
り
、
青
山
祭
当
日
に
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
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ろ
、
現
地
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　

猪
口
さ
ん
の
業
績
は
海
外
で
の
評

価
も
高
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

改
め
て
、
猪
口
先
輩
の
遺
業
に
敬

意
を
表
し
ご
逝
去
に
心
か
ら
お
悔
み

を
申
し
上
げ
ま
す
。

同　

好　

会

青
山
烏
鷺
の
会
ご
案
内

齋
藤
　
繁
夫
（
77
回
）　
　
　
’69
卒

名
称　

青
山
烏う

鷺ろ

の
会

　

青
山
同
窓
生
と
在
校
生
（
特
に
囲

碁
部
員
大
歓
迎
）、
現
・
旧
職
員
と
で
、

囲
碁
を
楽
し
む
会
で
す
。

　

前
述
の
会
員
条
件
に
該
当
し
な
い

方
も
入
会
で
き
ま
す
。
後
述
の
事
務

局
ま
で
、
ご
連
絡
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

入
会
費
・
年
会
費
無
料
で
す
。

会　

長　

小
林
啓
志
（
６６
回
生
）

会
員
数　

現
在
２５
人　

会
員
募
集
中

　

猪
口
先
輩
が
一
昨
年
１１
月
に
不
慮

の
事
故
で
急
逝
さ
れ
て
か
ら
早
く
も

１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

猪
口
さ
ん
と
は
か
つ
て
東
大
東
洋

文
化
研
究
所
の
研
究
室
に
お
伺
い
し

て
以
来
、
奥
さ
ま
が
大
学
の
後
輩
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
折
に
触
れ
お
付

き
合
い
を
頂
き
ま
し
た
。

　

国
連
大
学
（
Ｕ
Ｎ
Ｕ
）
上
級
副
学

長
時
代
や
そ
の
後
東
大
に
戻
ら
れ
て

か
ら
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
ご

招
待
頂
き
、
そ
の
折
の
猪
口
さ
ん
の

流
暢
な
英
語
に
よ
る
さ
っ
そ
う
と
し

た
司
会
ぶ
り
が
未
だ
に
目
に
焼
き
付

い
て
お
り
ま
す
。

　

一
昨
年
の
訃
報
は
日
本
国
内
だ
け

で
な
く
、
奥
さ
ま
の
同
級
生
で
ド
イ

ツ
在
住
の
女
性
に
お
聞
き
し
た
と
こ

今
年
度
例
会

令
和
７
年
７
月
２６
日
（
土
）

　

優
勝　
　

小
林
啓
志�

（
６６
回
生
）

　

準
優
勝　

佐
々
木
賢
介�（
６８
回
生
）

　

三
位　
　

阿
部
浩
治�

（
旧
職
員
）

令
和
８
年
３
月
８
日
（
日
）

午
前
９
時　

烏
鷺
の
会

　

四
局
対
局

　

昼
食
付
き
２
，
０
０
０
円

　

在
校
生
は
１
，
０
０
０
円

　

戦
後
８０
年
、
道
標
な
き
時
代
。
日

本
は
若
い
人
た
ち
の
自
殺
率
が
突
出

し
て
高
い
。
彼
ら
は
直
観
で
、
未
来

を
覆
っ
て
い
る
暗
雲
を
敏
感
に
感
じ

て
い
る
。
去
年
、
日
本
の
子
ど
も
た

ち
（
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
）

の
自
殺
者
の
数
が
過
去
最
多
を
記

録
。
更
に
、
日
本
の
高
校
生
た
ち
の

「
自
己
肯
定
感
」
の
圧
倒
的
な
低
さ

が
際
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
き
っ
と
、

日
本
の
社
会
が
、
彼
ら
に
「
希
望
」

午
後
３
時　

懇
親
会

　
　

飲
み
放
題
６
，
０
０
０
円

会
場　

旅
館
長
岡
屋　

新
潟
市
北
区

　
　
　

�

Ｊ
Ｒ
豊
栄
駅
南
口
か
ら
駅
を

背
に
し
て
直
進
徒
歩
三
分

　
　

０
２
５
（
３
８
７
）
２
２
４
５

＊�

片
方
の
み
（
烏
鷺
の
会
だ
け
、
懇

親
会
だ
け
）
の
参
加
も
可
能
で
す
。

連
絡
先

　

０
２
５
（
３
８
６
）
１
５
６
０

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用

　

青
山
烏
鷺
の
会
事
務
局

　

齋
藤
繁
夫
（
旧
職
員
・
７７
回
生
）

　

入
会
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
員
に
は
別
途

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

を
贈
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

に
起
因
し
て
い
る
。

　

此
の
度
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
負

ケ
テ
タ
マ
ル
カ
!!
』
を
制
作
。

軽
々
に
、「
希
望
を
贈
り
ま
す
」

な
ン
て
言
え
な
い
け
れ
ど
、
せ
め
て

【
涙
色
の
希
望
】
を
、
次
の
時
代
を

担
っ
て
い
く
若
い
人
た
ち
へ
贈
る
こ

と
が
で
き
た
ら
―
―
。　

不
治
の
病
を
抱
え
た
少
年
と
、
マ

マ
と
パ
パ
、
３
人
家
族
の
、
壮
絶
な

「
い
の
ち
」
の
記
録
。
制
作
期
間
、

２０
年
。
天
に
昇
っ
た
少
年
が
、
マ
マ

の
「
い
の
ち
」
を
救
い
、
そ
し
て
、

見
知
ら
ぬ
大
勢
の
人
た
ち
の
人
生
を

支
え
て
い
く
【
奇
跡
の
物
語
】。
混

濁
す
る
意
識
の
中
で
、
１２
歳
の
少
年

が
虚
空
を
見
つ
め
な
が
ら
呟
く
。「
何

な
ん
だ
ろ
う
…
…
…
、
人
間
、
人
生
っ

て
―
―
」。

　

こ
の
映
画
は
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
な

ど
商
業
映
画
館
で
の
上
映
展
開
を
予

定
し
て
い
ま
せ
ん
。
観
て
く
れ
た
人

の
口
コ
ミ
で
、
敢
え
て
「
自
主
上
映
」

と
い
う
形
で
、
地
味
に
、
静
か
に
、

ゆ
っ
く
り
と
、
拡
が
っ
て
い
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
制
作
し
ま
し
た
。

上
映
に
よ
る
売
り
上
げ
利
益
な
ど
は

全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
映
画

は
、
小
学
生
か
ら
年
配
の
皆
さ
ん
ま

で
、
ど
な
た
に
も
観
て
も
ら
え
る
映

画
で
す
が
、
と
り
わ
け
多
く
の
子
ど

も
た
ち
、
若
い
人
た
ち
へ
贈
り
た
い

と
い
う
制
作
趣
旨
か
ら
、
小
学
校
・

中
学
校
・
高
校
で
の
上
映
は
、
完
全

に
無
料
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　
「
自
主
上
映
会
」
開
催
の
方
法
は
、

と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
す
。

『
負
ケ
テ
タ
マ
ル
カ
!!
』
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（ https://m

akete
tam

aruka.com
/

）
に
記
載
。

ど
な
た
で
も
簡
単
に
。
５
人
で
も

１０
人
で
も
。

私
宛
て
に
直
接
、
連
絡
を
い
た�

だ
い
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：

０
９
０
︱
３
２
０
４
︱
７
０
６
５

　

も
し
呼
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
、
私
、

伺
い
ま
す
（
笑
顔
）。

同

窓

の

映

画

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
負
ケ
テ
タ
マ
ル
カ
!!
』

「
自
主
上
映
」
の
ご
案
内 横

山
　
隆
晴
（
79
回
）
’71
卒

＊�

猪
口
孝
さ
ん
は
元
東
京
青
山

同
窓
会
会
長
で
も
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

�

写
真
は
平
成
２４
年
７
月
青
山

同
窓
会
総
会
に
出
席
さ
れ
、

東
京
青
山
会
長
と
し
て
ご�

挨
拶
さ
れ
た
と
き
の
写
真

で
す
。

（
編
集
部
）

猪
口
孝
先
輩
（
70
回
）

’62 
卒
を
偲
ぶ
（
一
周
忌
に
当
た
り
）

近
藤
　
敬
（
77
回
） 

　
　
　
’69
卒

追　

悼　

文
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	 男子：シングルス　出場　　　　安藤　太良
	 女子：シングルス　�７位　　　　富樫　世愛�

２回戦進出　桑原菜々子　澤田　真菜�
出場　　　　杵渕　　周

バドミントン	【第41回新潟県高等学校１・２年生バドミントン大会】
	 男子：ダブルス　　ベスト32　司山　瑛太・渡邉　蒼組
	 　　　シングルス　ベスト32　山岸　賢世
		
サッカー	 【全国高校サッカー選手権新潟県大会
	 １回戦　新潟０－１新潟江南
		
ラグビー	 【第105回全国高等学校ラグビーフットボール大会新潟県大会】	
	 １回戦　新潟12－26万代
	 【�第43回NHK杯高校ラグビー大会 兼 �

第28回北信越高校新人ラグビー大会新潟県予選会】
	 １回戦　新潟７－50新潟工業
		
柔道	 【�令和７年度 北信越高等学校体育大会第66回 �

北信越高等学校柔道大会】
	 女子：個人戦　70kg級　萱森さくら　１回戦敗退
	 【�第50回ＢＳＮ高等学校柔道選手権大会�

（新潟県高等学校柔道選手権新人大会）】
	 男子：団体戦（３人制）　２位
	 　　　個人戦Ⅰ部　66kg級　　堀　　凌馬

　２回戦敗退ベスト16
	 　　　　　　　　　73kg級　　石田　晄琉

　２回戦敗退ベスト16
	 　　　個人戦Ⅱ部　66・73kg　神田　遥陽　１回戦敗退

山岳	 【�令和７年度 北信越高等学校体育大会�
第37回 北信越高等学校登山大会】

	 団体男子　出場　　�津端　悠介・小島　康生・�
鈴木　博斗・小田　和冴

	 団体女子　優秀校　�玉木　芽衣・阿部　希愛・�
浅香実咲・伊藤はなの

陸上競技部	 【第64回北信越高等学校陸上競技対校選手権大会】�
	 男子：４×100mR　予選第５位　�澁木　千広・藤田　孝惇・ �

渡邊　陵太・池田　開翔
	 【第56回新潟県高等学校選抜陸上競技大会】
	 男子：100m　第５位　池田　開翔
	 【第56回新潟県高等学校選抜陸上競技大会】
	 女子：棒高跳　第２位　曽我　真央　※北信越新人大会出場
	 　　　走高跳　第５位　加藤　真依　※北信越新人大会出場
	 　　　400mH　　　第８位　山木　莉羅
	 　　　４×400mR 　第９位　�長谷川　湊・渡邉　真成・�

山木　莉羅・涌井　ゆら
	 【第30回北信越高等学校新人陸上競技大会】
	 女子：棒高跳　第７位　曽我　真央
	 【第77回新潟県高等学校総合体育大会（駅伝競走）】
	 男子：第20位　�齋藤　優仁・本間　大空・橋　　悠佑・�

手島　悠心・大島　奏太・本田　陽詩・�
河田　怜真

	 女子：第９位 　�長谷川　湊･田中　心菜・酒井　七菜・ �
山木　莉羅･田中　柚衣

水泳部	 【第58回北信越高等学校選手権水泳競技大会】
	 男子：50m自由形  　　第２位　　田夛　悠人

※インターハイ出場
	 　　　100m自由形　　第２位　　田夛　悠人

※インターハイ出場
	 　　　100m背泳ぎ　　予選31位　三島　逞人
	 　　　100mバタフライ　第７位　　坂木　荘介
	 　　　200mバタフライ　予選14位　坂木　荘介
	 　　　４x100mフリーリレー　予選11位　�田夛　悠人・坂木　荘介・�

三島　逞人・髙橋　丸斗
	 　　　４x100mメドレーリレー　第７位　　�須田　大晴・田夛　悠人・�

坂木　荘介・三島　逞人
	 女子：100m自由形　　予選22位　河原　陽菜
	 　　　100mバタフライ　第５位　　門間　悠月
	 【第93回日本高等学校選手権水泳競技大会】
	 男子　50m自由形  　　予選25位　田夛　悠人
	 　　　100m自由形　　予選25位　田夛　悠人

バレーボール	【第78回全日本バレーボール高等学校選手権大会新潟県予選会】
	 男子：�２回戦　新潟２－１加茂　�

３回戦　新潟０－２新潟第一
	 女子：１回戦　新潟１－２加茂

バスケットボール	【第78回新潟県高等学校バスケットボール選手権大会】
	 男子：�１回戦　新潟79－44塩沢商工�

２回戦　新潟89－62八海�
３回戦　新潟54－66新潟南

ソフトテニス	【県新人選抜大会】
	 男子：個人戦（ダブルス）　�水内　皓也・近藤　颯太ペア

　ベスト16
	 　　　　　　　　　　　 　若井悠太朗・石田　　光ペア

　ベスト32

＜令和７年度新潟高等学校部活動大会等結果報告＞母　校　は　今
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「
う
れ
し
い
!!
」

新
潟
市
が
主
催
す
る
第
三
回
「
安

吾
賞
」
の
受
賞
を
受
け
て
、
寂
聴
さ

ん
は
叫
び
ま
し
た
。「
わ
た
し
は
、

た
く
さ
ん
の
文
学
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
何
よ
り
も
こ
の
『
安
吾
賞
』

が
う
れ
し
い
！
」
と
、
寂
聴
さ
ん
の

こ
の
言
葉
で
、
安
吾
の
凄
さ
を
再
確

認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
安

吾
賞
」
は
、
文
学
賞
で
は
な
く
安
吾

的
な
「
生
き
ざ
ま
賞
」
と
し
て
設
定

さ
れ
た
賞
。
本
選
１０
年
、
続
く
「
ニ

イ
ガ
タ
安
吾
賞
」
は
３
年
。
受
賞
者

は
第
１
回
目
の
野
田
秀
樹
さ
ん
か

ら
、
１３
回
目
の
南
場
智
子
さ
ん
ま
で
、

ド
ナ
ル
ド･

キ
ー
ン
さ
ん
や
ア
ラ
ー

キ
ー
さ
ん
、
草
間
彌
生
さ
ん
な
ど
多

士
済
々
の
強
者
た
ち
が
受
賞
し
ま

し
た
。

私
は
す
べ
て
の
授
賞
式
の
デ
ィ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

受
賞
者
各
氏
と
間
近
に
接
す
る
こ
と

で
、「
安
吾
的
な
生
き
ざ
ま
」
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
を
肌
で
感

じ
、
ま
た
各
氏
が
安
吾
を
愛
し
、
尊

敬
の
念
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
に
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

中
で
も
思
い
出
深
い
の
は
、
第
４

回
の
渡
辺
謙
さ
ん
。
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ

で
の
授
賞
式
に
、
安
吾
の
「
堕
落
論
」

の
一
節
を
自
ら
買
っ
て
出
て
朗
読
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
感
謝
と
感
動

で
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

最
近
の
若
者
は
本
を
読
ま
な
く

な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
残
念
な

こ
と
で
す
。
か
く
言
う
私
も
、
安
吾

を
読
ん
だ
の
は
三
十
代
に
な
っ
て
か

ら
で
す
が
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
戦
中
戦
後
に
書
か
れ
た
代
表
作
、

「
日
本
文
化
私
観
」（
昭
和
１７
年
）
で

は
「
桂
離
宮
よ
り
も
小
菅
の
刑
務
所

の
方
が
美
し
い
」、「
堕
落
論
」（
昭

和
２１
年
）
で
は
「
人
は
堕
ち
き
る
ま

で
堕
ち
き
っ
て
、
自
ら
を
救
わ
ね
ば

な
ら
な
い
」
と
書
き
、
常
識
を
疑
う

こ
と
や
、
借
り
物
の
倫
理
観
は
捨
て

て
し
ま
え
と
言
う
評
論
が
刺
さ
り
、

人
間
を
、
ひ
い
て
は
自
分
と
い
う
も

の
を
ど
う
定
義
す
る
か
考
え
込
ん
だ

も
の
で
す
が
、
こ
の
「
安
吾
」
が
同

じ
学
び
舎
に
い
た
こ
と
に
誇
ら
し
さ

も
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
連
載
企
画
を
書
か
れ
た
篠
田

昭
さ
ん
（
７５
回
）
齋
藤
正
行
さ
ん

（
７６
回
）
と
と
も
に
、
坂
口
安
吾
を

新
潟
名
誉
市
民
に
し
て
頂
け
る
よ

う
、
同
窓
の
ひ
と
り
と
し
て
願
っ
て

い
ま
す
。
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	 男子：シングルスカル　３位　�長谷部　昊
	 　　　ダブルスカル　　１位　�城代　晃寿・吉田　和真

※北信越地区予選会出場
	 　　　ダブルスカル　　３位　�田村　健晃・江花　協吾
	 　　　舵手付きクォドルプル　１位　�渡邊　正悟・益子　寧央・�

星野賢太郎・�
山本貫太レオナルド・�
大野晋太郎
※北信越地区予選会出場

	 　　　舵手付きクォドルプル　２位　�吉野　心博・大澤　悠里・�
古賀　智貴・山田福一郎・�
小林　尚矢
※北信越地区予選会出場

	 【令和７年度全国高等学校選抜ローイング大会北信越地区予選会】
	 女子：シングルスカル �決勝進出�

廣田　莉奈
	 　　　ダブルスカル　 �予選敗退�

渡邉　なな・星野　　綾
	 　　　舵手付きクォドルプル　�予選敗退�

藤井　果歩・阿部　舞鈴・�
亀田　奈夏・小林　紗依・�
中島　　椛

	 男子：ダブルスカル　 �予選敗退�
城代　晃寿・吉田　和真

	 　　　舵手付きクォドルプル　�予選敗退�
渡邊　正悟・益子　寧央・�
星野賢太郎・�
山本貫太レオナルド・�
大野晋太郎

	 　　　舵手付きクォドルプル　�予選敗退�
吉野　心博・大澤　悠里・�
古賀　智貴・山田福一郎・�
小林　尚矢

空手道	 【令和７年度北信越高等学校体育大会】
	 女子：団体形　　１回戦敗退
	 【第42回北信越高等学校空手道選手権大会】
	 女子：団体組手　１回戦敗退
	 　　　個人形　　ベスト８　　高橋くらら
	 【令和７年度全国高等学校総合体育大会空手道競技大会】
	 女子：個人形　　２回戦敗退　高橋くらら
	 【第45回全国空手道選抜大会新潟県予選会】
	 女子：団体形　第２位
	 　　　団体組手（５人制）　第３位
	 　　　個人組手-59kg　第１位　李　　知玟󠄂
	 　　　個人組手-66kg　第１位　五十嵐花梨
	 　　　個人組手-66kg　�第２位　揖斐さくら　�

第３位　曽我部桃希
	 男子：団体形　第３位
	 　　　団体組手（５人制）   第３位
	 【第39回北信越高等学校空手道新人大会】
	 女子：団体組手（５人制）   第３位
	 　　　個人組手-66kg  　　第３位　五十嵐花梨
	 　　　団体形　　　　　　 １回戦敗退
	 男子：団体組手（５人制）　１回戦敗退
	 　　　団体形　　　　　 　１回戦敗退

野球	 【第107回全国高等学校野球選手権新潟大会】
	 ２回戦　新潟13－０佐渡　３回戦　新潟１－２十日町
	 【�令和７年度新潟県高等学校野球連盟優秀選手表彰�

令和７年度新潟県高等学校野球連盟優秀選手】
	 野球部主将　武田　知也
	 【第152回北信越地区高等学校野球新潟県大会
	 １回戦　新潟６－３巻　　２回戦　新潟５－６新発田

弓道	 【�第71回新潟県弓道選手権大会 高校の部】
	 女子：�団体　川崎　　希・外川　季和・�

　　　砂山　佳穂・田中小百合　２位
	 　　　　　　　※�北信越大会出場　�

第22回中日本高等学校弓道大会出場権獲得
	 【�令和７年度北信越高等学校新人大会�

第15回北信越高等学校弓道新人大会】
	 女子：団体競技　�川崎　　希・外川　季和・�

砂山　佳穂・田中小百合　３位

放送	 【�第72回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト新潟県大会】
	 アナウンス部門
	 　　２位　　　　　掛川　ゆう　　　　※全国大会出場
	 　　奨励賞（８位）土田　優佳
	 ラジオドキュメント部門
	 　　４位　作品名：古き誇りを新しく　※全国大会出場
	 テレビドキュメント部門
	 　　３位　作品名：目を向ける　　　　※全国大会出場
	 創作ラジオドラマ部門
	 　　１位　作品名：いろはに翻訳　Translation！
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　※全国大会出場

テニス	 【第48回全国選抜高校テニス大会（県大会）】
	 男子：団体　Ｂ８（�片寄　石岡　小林　塚田　向田　�

猪俣　浅野　春日　本間）
	 　　　１回戦　　帝京長岡３－２
	 　　　準々決勝　開志国際０－３
	 女子：団体（�大関　萌生、山本　史夏、赤澤　結菜、�

細貝　紗愛、村山　莉菜、佐野　公香、�
佐久間結夕、田中　杏花、佐藤　凛慧）　３位

	 【新潟県高等学校テニス選手権大会】
	 男子：シングルス　片寄　豊人　　　　　　　１回戦敗退
	 　　　ダブルス　　向田　悠人・石岡　　奏　１回戦敗退
	 女子：シングルス　３位　　　大関　萌生
	 　　　ダブルス　　ベスト８　大関　萌生・山本　史夏

フェンシング	【新潟県高等学校春季体育大会フェンシング競技大会】
	 男子：�個人フルーレ　優勝　小杉耕太朗　６位　山田　真平
	 　　　個人エペ　　　優勝　高野　温也　２位　緑川孝太郎�
	 　　　　　　　　　　５位　前澤　倫和　６位　酒井　優弥
	 　　　個人サーブル　優勝　坂井　汰樹　３位　小杉耕太朗
	 女子：個人フルーレ　２位　小海　紗里　６位　佐藤　可奈
	 　　　個人エペ　　　２位　柳咲　　希　３位　鈴木　楓菜
	 　　　個人サーブル　２位　伊佐早沙都　４位　廣瀬　美咲�
	 　　　　　　　　　　５位　小海　紗里
	 【全国高等学校総合体育大会フェンシング競技大会新潟県予選会】
	 男子：学校対抗　２位
	 　　　個人フルーレ　２位　小杉耕太朗　※全国大会出場
	 　　　個人エペ　　　優勝　緑川孝太郎　※全国大会出場
	 　　　　　　　　　　３位　高野　温也　※北信越大会出場
	 　　　　　　　　　　４位　宇野光太郎
	 　　　サーブル　　　２位　小杉耕太朗　※全国大会出場
	 女子　学校対抗　２位
	 　　　個人フルーレ　優勝　小海　紗里　※全国大会出場
	 　　　　　　　　　　６位　柳咲　　希
	 　　　個人エペ　　　３位　柳咲　　希　※北信越大会出場
	 　　　　　　　　　　４位　鈴木　楓菜
	 　　　　　　　　　　６位　福岡　　葵
	 　　　個人サーブル　３位　小海　紗里　※北信越大会出場
	 　　　　　　　　　　４位　伊佐早沙都
	 　　　　　　　　　　６位　廣瀬　美咲
	 【北信越高等学校体育大会】
	 女子　個人サーブル　２位　小海　紗里
	 男子：個人サーブル　３位　小杉耕太朗
	 【全国高等学校総合体育大会フェンシング競技大会】
	 男子：個人フルーレ・サーブル　出場　小杉耕太朗
	 　　　個人エペ　　　　　　　　出場　緑川孝太郎
	 女子：個人フルーレ　　　　　　出場　小海　紗里
	 【新潟県高等学校秋季体育大会フェンシング競技大会】
	 男子：個人フルーレ　６位　杉林　　新
	 　　　個人エペ　　　６位　宇野光太郎
	 　　　個人サーブル　３位　小林　　陸 
	 　　　　　　　　　　４位　馬場　利布
	 　　　フルーレ学校対抗　２位
	 　　　エペ学校対抗　　　２位
	 　　　サーブル学校対抗　２位
	 女子：個人フルーレ　３位　伊佐早沙都
	 　　　　　　　　　　４位　鈴木　楓菜 
	 　　　個人エペ　　　優勝　鈴木　楓菜
	 　　　　　　　　　　３位　田中　優衣 
	 　　　　　　　　　　４位　前田　佳凜 
	 　　　個人サーブル　２位　刀根　美月
	 　　　　　　　　　　４位　和久井愛華
	 　　　フルーレ学校対抗　３位
	 　　　エペ学校対抗　　　優勝

ボート	 【令和７年度北信越高等学校体育大会ローイング競技大会】
	 女子：シングルスカル 決勝B進出　栗原　梨心
	 　　　ダブルスカル　 決勝B進出　�渡部　真由・馬場　麻佳
	 　　　舵手付きクォドルプル　決勝A進出　�長沼　結郁・鈴木　彩莉・�

山田　　凜・渡邊　花蓮・�
佐々木　優

	 男子：ダブルスカル　 決勝B進出　星野賢太郎・益子　寧央
	 　　　舵手付きクォドルプル　決勝B進出　�仲山　陽太・千田　恭生・�

星野　泰知・伴内　瑞希・�
小島　健生

	 【令和７年度全国高等学校総合体育大会ローイング競技大会】
	 女子：シングルスカル　準々決勝進出　栗原　梨心
	 【令和７年度新潟県高等学校秋季ローイング競技大会】
	 女子：シングルスカル　２位　廣田　莉奈

※北信越地区予選会出場
	 　　　シングルスカル　３位　齋藤　日和
	 　　　ダブルスカル　　１位　渡邉　なな・嵯峨山　花

※北信越地区予選会出場
	 　　　ダブルスカル　　３位　�阿部　舞鈴・齋藤　百花
	 　　　舵手付きクォドルプル　２位　�藤井　果歩・中村　紀音・�

亀田　奈夏・小林　紗依・�
中島　　椛
※北信越地区予選会出場
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	 【新潟県競書大会】
	 読売新聞新潟支局長賞　吉川　真心
	 特選　　　　　　　　綿谷　心音　　
	 準特選　　　　　　　川村　心子・渡邉理紗子・清水　　凜
	 【第３４回国際高校生選抜書展】
	 秀作賞　澤口　　晴
	 入選　　�磴　　碧珠・菅原　椎愛・王　　海翼・�

清水　　凜・津田花菜乃・吉川　真心・�
綿谷　心音・佐治　沙環

	 団体賞　中部北陸地区優秀賞

生物	 【第69回日本学生科学賞　新潟県大会】
	 最優秀賞　古澤　　奏・松本　虎空

物理	 【�第49回全国高等学校総合文化祭かがわ総文祭2025】
	 出場　太刀川紘一郎　金子　拓人

囲碁	 【�令和７年度新潟県高等学校文化連盟春季囲碁大会�
兼　第49回全国高等学校総合文化祭囲碁部門新潟県予選会�
兼　第49回文部科学大臣杯全国高等学校囲碁選手権新潟大会】

	 個人戦　Ａブロック　�第１位　佐藤　祐真　�
第２位　菅原　健一�
第３位　土屋　　楓

	 　　　　　　　　　　　　　　　　　※全国大会出場
	 個人戦　Ｂブロック　�第１位　佐藤りおん�

第２位　本間　千晴�
第２位　渡辺　藍花（２名同率２位）

	 女子：団体戦第１位　�土屋　　楓・前山　果凜・�
鎌田茉莉衣　　※全国大会出場

	 男子：団体戦第１位　�佐藤　祐真・望月　新太・�
菅原　健一　　※全国大会出場

	 【�第46回 新潟県高等学校秋季囲碁段級位認定大会】
	 　　　　　　　　　　�第１位　佐藤りおん�

第２位　本間　千晴�
第２位　渡辺　藍花（２名同率２位）

	 【�第39回新潟県高等学校総合文化祭囲碁部門】
	 女子：団体戦　１位　�佐藤りおん・本間　千晴・�

渡辺　藍花・伊藤 はなの�
　　　　　　　　※北信越大会出場

	 　　　個人戦　�第１位　佐藤りおん　第３位　本間　千晴�
第４位　伊藤はなの　第５位　渡辺　藍花�
　　　　　　　　　　　※北信越大会出場

美術	 【�第49回全国高等学校総合文化祭かがわ総文祭2025】
	 出展　若月咲智子

将棋	 【�第34回新潟県高等学校文化連盟将棋大会】
	 男子：団体戦　準優勝　�新潟高校Aチーム�

（�岩本　裕太、五十嵐恒平、�
山本　閃輝）

	 　　　個人戦　ベスト８　山本閃輝
	 女子：団体戦　優勝　　�新潟高校Aチーム�

（�渡邉　花映、和田ひかり、�
小林　　華）

	 　　　　　　　　　　　　�第49回全国高等学校総合文化祭
将棋部門出場

	 　　　団体戦　準優勝　�新潟高校Bチーム�
（�川口みちる、才田　詩乃、�
小林　和奏）

	 　　　個人戦　優勝　　�根塚　明莉�
　�第49回全国高等学校総合文化祭
将棋部門出場

個人	 【�全国高等学校総合体育大会アーチェリー競技大会】
	 男子個人戦　　松永　洸希　　　決勝182位
	 【�滋賀国民スポーツ大会セーリング競技】
	 ILCA６級　 　関口　結心（新潟県）　 23位

	 創作ラジオドラマ部門
	 　　３位　作品名：セリフクエスト
	 創作テレビドラマ部門
	 　　２位　作品名：目を閉じたら、田中がいた
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　※全国大会出場
	 【�第72回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト】
	 アナウンス部門　掛川　ゆう　出場
	 ラジオドキュメント部門　　　出場
	 テレビドキュメント部門　　　出場
	 創作ラジオドラマ部門　　　　出場
	 創作テレビドラマ部門　　　　出場
	 【�第49回全国総合文化祭　放送部門】
	 朗読部門　早川　千鶴　出場
	 朗読部門　掛川　ゆう　出場
	 ビデオメッセージ部門
	 　　出場　作品名：白山市場でたくさんの「」を
	 【�第38回新潟県高校放送コンクール】
	 アナウンス部門
	 　　２位　　三宅　京花　※北信越大会・全国大会出場
	 朗読部門　奨励賞　小林杷珠妃　※北信越大会出場
	 朗読部門　奨励賞　奥崎香澄（北信越大会出場）
	 ラジオ番組部門
	 　　１位　　ホットひといき、岩室。
	 　　　　　　　　　　　　※北信越大会・全国大会出場
	 ラジオ番組部門
	 　　３位　　秋葉の硝子工房
	 テレビ番組部門
	 　　奨励賞　100年後の未来に　　　※北信越大会出場
		
青山部	 【第14回新潟県高校生英語ディベート大会】
	 第２位　新潟Ａ　�猪爪　柚希・諸橋　　朱・ 石倉　颯太・

小沢菜々美・菊池　　玄
	 ベストディベーター賞　菊池　　玄

写真	 【令和７年度新潟県高等学校文化連盟写真専門部　第29回撮影大会】
	 最優秀賞　内山　直洋
	 奨励賞　　酒井　彩圭
	 入選　　　�齋藤かほみ・佐藤　聖真・佐藤　彩音・�

笠松　久人・榊原　蒼生・笠原　琉愛・�
米山明日花・橋本　茉莉

	 【第39回新潟県高等学校総合文化祭写真専門部展】
	 優秀賞　前山　晏寿（来年度全国総文祭出場）
	 優秀賞　上田　夏花（来年度全国総文祭出場）
	 優秀賞　若林　怜奈
	 奨励賞　�伊藤　里紗・川口みちる・堀川　紗愛・�

酒井　彩圭・米山明日花
		
合唱	 【第92回ＮＨＫ学校音楽コンクール　新潟県大会】
	 銀賞
	 【第66回新潟県合唱コンクール　高等学校Ａ部門】
	 金賞・県代表
	 【第80回関東合唱コンクール　高等学校Ａ部門】
	 銅賞

吹奏楽	 【第66回新潟県吹奏楽コンクール】
	 高等学校Ｂの部　金賞・代表選考会へ
	 【第49回新潟県アンサンブルコンテスト高等学校の部】
 	 木管８重奏　金賞・代表選考会へ　金管８重奏　金賞

書道	 【第49回全国高等学校総合文化祭かがわ総文祭2025】
	 磴　　碧珠　出展
	 【全国高校生大作書道展】
	 団体奨励賞
	 【�新潟県高等学校総合文化祭美術・工芸、書道展全国大会推薦

（来年度行われる全国高等学校総合文化祭秋田大会出場）】
	 清水　　凜
	 【�第26回高校生国際美術展】
	 奨励賞　井越　敦菜・吉川　真心
	 佳作　　�磴碧　　珠・澤口　　晴・須田　愛子・�

菅原　椎愛・清水　　凜・長沼　綾花・�
綿谷　心音・佐藤千紗子
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成　海　信　之
野　沢　雅　行
張　替　涼　子
藤　井　直　人
本　間　和　子
本　間　伸　輔
本　間　正　隆
三　浦　　　務
三　木　恵　造
宮　沢　仁　司
山　川　敦　子
横　堀　真　弓
若　杉　直　樹
渡　辺　輝　浩
渡　部　　　滋

92回Ｓ59年
伊　狩　裕　之
遠　藤　　　亨
大久保　順　子
大　野　潮　子
岡　田　朋　子
小野島　あゆみ
金　井　利　郎
河　内　康　志
菊　池　芳　裕
北　尾　彰　朗
木　村　　　彰
小　杉　信　広
小　見　　　毅
近　藤　善　龍
後　藤　　　眞
渋　木　正　浩
清　水　善　彦
白　川　　　浩
白　坂　和　久
清　野　美　保
瀧　澤　尚　以
竹　石　　　徹
時　田　直　昭
中　島　貴　子
長　場　　　泰
西　巻　博　史
畑　野　晋　一
本　間　雅　之
前　田　光　俊
皆　沢　　　肇
宮　　　　　敦
森　本　美　佳
山　岸　美智子
和　田　誠　司

93回Ｓ60年
阿　部　　　洋
五十嵐　　　渉
石　山　友　英
伊　藤　玲　子
井　東　昌　樹
稲　野　浩　一
上　田　　　潤
内　坪　琢　子
小　沢　謙　一
金　子　真奈美
工　藤　哲　洋
齋　藤　義　之
坂　井　慶　子
佐々木　敦　子
佐　藤　賢　一
佐　藤　昌　子
柴　田　　　憲
清　水　裕　二
竹　内　淳　一
田　巻　帝　子
名　川　由里子
橋　詰　政　之
長谷川　知　章
松　本　啓　吾
森　　　克　也
森　下　哲　朗
諸　橋　良　徳
山　川　智　子
横　井　　　裕

若　月　敬　志
94回Ｓ61年
阿　部　素　子
今　井　　　卓
小　林　大　介
坂　口　　　穰
佐　藤　孝　幸
韮　沢　健　一
橋　本　　　剛
畑　野　裕　之
細　貝　邦　行
本　多　　　孝
柳　本　和　貴
遊　佐　浩　子
渡　辺　康　明

95回Ｓ62年
浅　岡　俊　宏
浅　妻　　　信
荒　澤　拓　郎
有　田　　　司
上　杉　知　之
碓　井　由紀子
海　津　元　樹
加　賀　稔　理
河　原　　　俊
古　泉　明　男
小　山　直　久
佐　野　卓　郎
鈴　木　謙　輔
武　　　直　子
田　村　要　介
町　田　一　越
山　際　克　也
山　中　祐　子
若　松　秀　樹

96回Ｓ63年
江　部　則　行
大　島　和　憲
加　藤　壮太郎
神　田　俊　昭
白　石　俊　輔
鈴　木　　　周
中　島　正　好
橋　本　　　薫
浜　田　恒　平
保　坂　純　子
山　岸　義　晃

97回Ｈ1年
阿　部　圭　子
伊　藤　圭　三
今　井　　　幸
遠　藤　啓　一
桑　野　一　美
斎　藤　信　義
白　川　裕　章
清　野　定　貴
関　　　博　司
祖父江　　　展
高　橋　紀　子
瀧　澤　明　洋
名　塚　武　史
野　沢　雅　人
堀　越　康　裕
矢　部　正　浩
渡　部　公　正
渡　辺　健　司
渡　邊　信　幸

98回Ｈ2年
大　隅　英　貴
木　村　成　志
佐　野　貴　之
鈴　木　広　樹
高　橋　信　太
敦　井　一　友
冨　岡　裕　嗣
中　川　寛　之
原　　　　　崇

99回Ｈ3年
遠　藤　剛　史
加　藤　裕美子

神　林　　　寛
斎　藤　里　絵
柴　山　浩　樹
鈴　木　信　行
祖父江　京　子
羽　賀　勝一郎
伏　見　琢　磨
渡　邊　日奈子

100回Ｈ4年
安　藤　栄　吾
石　井　　　薫
小　田　将　之
加　藤　貴　之
門　田　美保子
木ノ下　智　弘
小　林　一　大
佐　藤　雄一郎
高　橋　克　郎
津　端　俊　介
中　村　竹　志
丹　羽　恵　子
布　　　岳　史
濱　　　ひとみ
丸　山　　　智
宮　入　雅　史
吉　原　貴　之
若　槻　良　宏
渡　辺　　　伸

101回Ｈ5年
阿　部　雅　也
荒　井　康　弘
今　井　教　雄
臼　田　敦　子
宇和川　淑　江
小　川　和　恵
上　村　顕　也
小　林　あかね
佐　藤　美　雪
品　田　　　泰
周　藤　賢　一
鈴　木　由貴子
津　嶋　知　美
西　脇　友　哉
長谷川　　　隆
増　井　隆　二
圓　山　敦　史
山　口　久美子
和　賀　　　諭

102回Ｈ6年
大　坂　純　一
大　滝　春　樹
尾　口　優　子
笹　川　淳　史
佐々木　　　学
佐　藤　邦　栄
鈴　木　　　寛
髙　橋　謙　介
武　田　純　人
地　紙　　　実
丹　羽　孝　幸
松　澤　陽　子

103回Ｈ7年
秋　山　和　幸
阿　部　　　司
小　田　雅　人
小　林　　　聡
小　林　義　雄
佐　川　桃　子
佐　藤　弘　恵
菅　原　菊　子
関　口　健之介
中　前　千　佳
中　村　　　崇
西　脇　文　敬
バック　和佳子
伏　見　千　尋
影　向　　　晃
若　林　健　一
鷲　尾　英一郎
渡　部　智　和

104回Ｈ8年
篠　倉　千　恵
谷　川　永一郎
中　野　雅　人
横　木　　　剛

105回Ｈ9年
磯　野　寿　育
太　田　理　恵
緒　形　奈都子
田　中　健　一
樋　口　健太郎
106回Ｈ10年
古　俣　　　太
齋　藤　健太郎
107回Ｈ11年
阿　部　　　剛
五十嵐　悠　介
岩　澤　　　健
上野山　敦　士
片　桐　宗　利
小　池　　　仁
後　藤　秀　男
関　　　裕　子
堂　前　明　子
堂　前　圭太郎
廣　瀬　雄　一
真　柄　　　望
真　柄　洋　平
武　者　正　人
山　田　大　史
108回Ｈ12年
朝　妻　太　郎
安　藤　紀　子
上　野　精一郎
小　野　由　美
笹　川　敬　史
山　田　清　達
109回Ｈ13年
青　木　智　広
後　藤　優　子
坂　上　悠　太
佐　藤　朋　江
山　際　　　章
110回Ｈ14年
五十嵐　広　明
石　﨑　　　徹
酒　井　優理子
杉　山　恵梨子
富　田　基　史
由　比　克　憲
111回Ｈ15年
田　村　憲太郎
中　村　　　峻
長　澤　貴　明
横　井　大　樹
112回Ｈ16年
太　田　雄　介
倉　地　広一郎
吉　田　丈　夫
113回Ｈ17年
川　村　　　望
櫻　井　知　己
佐　藤　一　美
長谷川　　　創
波多野　雅　敏
真　壁　枝　里
松　岡　功太郎
114回Ｈ18年
荻　荘　珠　美
加　藤　慧　子
川　合　　　暢
115回Ｈ19年
遠　藤　美　穂
北　見　直　子
小　山　貴　之
郷　　　慎久朗
山　﨑　将　司
116回Ｈ20年
浅　川　千　恵
根　田　知　明

西　部　由佳莉
古　川　隼　人
松　田　友香理
若　林　拓　哉
117回Ｈ21年
荻根沢　真帆子
澁　木　克　也
立　石　優　希
玉　木　駿　佑
畑　　　有　紀
118回Ｈ22年
会　田　俊　貴
千　代　　　透
時　田　大　地
119回Ｈ23年
木　村　亮　太
四　方　安　奈
関　谷　祐　香
田　村　知　樹
塙　　　孝　哉
松　木　大　地
渡　邉　　　緑
120回Ｈ24年
手　塚　朱　映
遠　山　凜太郎
松　澤　葉　純
水戸部　慶　彦
渡　邉　広　樹
121回Ｈ25年
相　澤　有　香
阿　部　美　幸
惠　　　伯　子
柄　澤　秀　親
川　本　良　樹
桜　沢　　　有
島　垣　俊　理
田　中　啓　太
122回Ｈ26年
金　子　拓　哉
車　田　進太郎
123回Ｈ27年
松　木　美　生
村　山　友　理
124回Ｈ28年
相　澤　知　里
池　田　駿　平
酒　井　勇　貴
佐　藤　な　な
田　中　爽　太
125回Ｈ29年
大　野　幹　典
渡邊エスペランサ
126回Ｈ30年
岩　谷　奈央子
内　田　　　誠
小　川　紗　季
小　林　　　史
酒　井　　　健
笹　川　航　太
佐　藤　幸之輔
戸　根　綾　香
山　崎　文　香
127回Ｈ31年
伊　藤　和　花
岩　渕　夏　海
木　村　晶　彦
塩　浦　拓　弥
塙　　　正　之
渡　邊　眞　子

128回Ｒ2年
大　野　悠　樹
古　泉　壯太郎
真　貝　香　子
須　栗　久　善
髙　橋　優　心
伴　内　勇太郎

129回Ｒ3年
佐　藤　祐次郎

130回Ｒ4年
飯　濵　靖一郎

岩　渕　裕　紀
小　熊　雄　大
菅　野　暖　大
木　下　輝　紀
小　林　晃　大
小　林　良　大
髙　橋　文　也
根　津　恵　莉
能勢山　凌　大
波多野　雄　真
細　野　天　音
山　口　耕　平
吉　田　健　人

131回Ｒ5年
青　木　咲　瑛
伊　籘　考　生
大　滝　英　生
佐　藤　明香理
塚　田　　　遥
馬　場　花　恋
早　川　采　良
細　島　弘　熙
真　柄　　　尊
松　山　紗　奈
村　松　美　直
山　崎　　　茜

132回Ｒ6年
大　澤　　　誠
岡　　　郁　瑠
風　間　桃　子
小　林　未　澪
佐　藤　　　凜
三　宮　綾　太
髙　橋　　　周
竹　内　結　香
立　川　　　諒
槻　木　太　一
夏　　　明　遠
根　津　友　莉
濱　田　夏　実
藤　澤　正　眞
宮　路　万　結
村　松　菜　和
山　田　泰　輔
渡　邉　舞　子

133回Ｒ7年
岩　見　健　希
内　保　雄　介
内　山　　　聡
小　熊　煌士郎
加賀田　果永子
風　間　悠　人
川　﨑　　　栞
神　田　千　聖
北　川　　　想
京　谷　隆之介
栗　原　健　真
捧　　　そ　ら
笹　本　寛　人
佐　藤　優　一
佐　藤　陸　也
塩　浦　楓乃音
園　田　かづは
田　中　友　也
田　辺　貴　士
坪　井　遥　輝
中　野　萌　葉
保　科　万　由
細　島　康　征
松　川　明里咲
丸　山　　　恵
渡　邉　寛　政

通信制
4回Ｓ37年

大　谷　孝　二
近　藤　一　弥

5回Ｓ38年
喜　多　輝　美

6回Ｓ39年
髙　橋　富　榮

本　保　銀　一
養　田　太一郎

7回Ｓ40年
片　原　裕　子

8回Ｓ41年
金　田　靜　江
間　島　キソ子
松　縄　　　清

9回Ｓ42年
橘　　　栄　子
角　田　清　宣

10回Ｓ43年
吉　楽　政　子
木ノ下　健　次
佐　藤　イチ子
山　田　一　夫

11回Ｓ44年
小　林　幸　子
牧　野　榮　策
山　田　隆　久

12回Ｓ45年
平　澤　信　子
吉　野　久美子

13回Ｓ46年
中　山　雅　之
吉　沢　利　子

14回Ｓ47年
川　上　長　市
宮　澤　洋　子

15回Ｓ48年
川　上　ヨイ子
小　松　朝　子
三　宮　敬　三

16回Ｓ49年
小　黒　恒　雄
田　巻　勇　作

18回Ｓ51年
阿　部　公　平
加　藤　晴　喜
渋　谷　治　紀
立　川　佐智子
矢　部　恵三子

19回Ｓ52年
内　山　美佐子
勝　島　テル子
中　林　巴　子

20回Ｓ53年
天　尾　正　子
小　島　英　二
嶋　田　　　博

21回Ｓ54年
清　野　義　昭
星　野　幸　平

22回Ｓ55年
佐々木　浩　之
佐　藤　マツイ
種　村　昭　久
田　村　和　男
外　山　トミヱ
藤　田　栄　六
松　原　俊　昭
宮　島　敬　史

23回Ｓ56年
飯　浜　良　子
五十嵐　タツミ
太　田　光　雄
角　田　恒　男
中　野　藤　美

24回Ｓ57年
室　橋　丈　司

25回Ｓ58年
吉　田　蓉　子

26回Ｓ59年
近　藤　英　子
神　保　孝　吉
南　雲　トミイ
水　戸　慶　一
山　川　信　明
山　田　春　代

27回Ｓ60年
阿　部　幸　一
安　倍　武　勇
岡　田　忠　雄
永　野　正　人

28回Ｓ61年
月　岡　ミツ子
山　田　三　郎

29回Ｓ62年
三　浦　美恵子

30回Ｓ63年
荒　木　眞壽美
伊　藤　ミヨイ
野　崎　俊　夫

31回Ｈ1年
金　子　よ　う
菊　地　正　明
関　　　テル子
高　見　栄　子

32回Ｈ2年
武　　　正　志
山　賀　利　夫

33回Ｈ3年
駒　沢　　　聡
丸　田　賢　一
渡　辺　作　司

34回Ｈ4年
今　井　純　子
斉　藤　幸　子
森　岡　一　雄

35回Ｈ5年
小　林　直　樹
福　田　知恵子

36回Ｈ6年
椎　谷　郁　子

37回Ｈ7年
神　林　早　苗
笹　川　　　薫
種　村　佳　世

38回Ｈ8年
成　田　二　郎
古　瀬　勝　人

39回Ｈ9年
安　藤　智　恵
小　林　　　弘
吉　野　一　男

40回Ｈ10年
曽　我　昭　仁
永　原　正　朋
星　　　恒　市

42回Ｈ12年
岡　田　武　雄

44回Ｈ14年
近　　　雄　介

45回Ｈ15年
大　杉　貴美枝

46回Ｈ16年
大　崎　シ　ズ
小　栁　トミエ
永　井　　　守
中　村　優　美

不明者
サトウトモヒロ
タナカ　アキラ
タナカ　ヒロコ
ノムラ　タクミ
マルヤマシュイチ
79ソツ（氏名無し）
アオヤマドウソウカイ
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坂　井　　　浩
坂　田　光　子
桜　井　仰　介
笹　川　典　男
佐　藤　弥　生
渋　谷　　　隆
霜　鳥　雅　徳
白　井　秀　樹
白　石　義　人
砂　田　徹　也
相　馬　一　文
高　木　　　努
高　木　　　実
滝　上　由　行
田　口　祐　子
竹　石　尚　史
武　田　正　之
田　尻　美砂子
玉　木　勝　一
茅　原　　　保
冨　井　信　喜
長　北　敏　弥
成　澤　林太郎
成　海　孝　二
林　　　剛　久
平　田　栄　子
平　野　秀　樹
広　岡　明　美
広　島　　　勉
深　津　茂　夫
福　田　雅　旨
藤　沢　直　子
藤　田　弘　一
藤　村　　　修
藤　森　克　彦
古　川　博　康
堀　　　貞一郎
本　間　　　大
本　間　寿　晴
松　崎　美　郎
松　田　暢　夫
丸　山　晋　司
南　　　加乃子
宮　里　圭　一
三　膳　正　伸
村　山　　　裕
森　　　光　雄
山　田　　　徹
鷲　沢　直　也
鷲　津　　　勇
渡　辺　昭　雄
渡　辺　重　博
渡　辺　　　真

82回Ｓ49年
青　木　定　夫
青　瀬　芳　紀
阿　部　高　久
阿　部　泰　彦
荒　川　育　子
池　田　勝　久
石　井　　　薫
石　崎　昂　一
稲　川　　　純
上　田　昌　博
浦　田　　　久
遠　藤　秀　尚
大　石　昌　幸
大　川　剛　史
太　田　宏　信
大　村　篤　子
風　間　　　隆
川　上　祥　春
木　口　聖　也
木　村　一　義
清　田　　　甚
日下部　朋　子
小　泉　孝　幸
小　島　由紀夫
小　林　　　彰
小　林　しおり

小　林　茂　広
小　林　　　孝
小　林　立　彦
小　針　　　隆
駒　井　早　苗
小　亦　　　斉
坂　上　　　極
笹　川　稔　郎
笹　川　義　仁
佐々木　広　介
佐　藤　荘　一
佐　藤　佳　彦
澤　田　俊　明
志　田　　　弘
七　里　佳　代
早　福　　　弘
高　橋　英　明
田　代　正　孝
谷　　　長　行
大　黒　正　敏
津　野　吉　裕
戸　田　史　朗
富　川　拓　朗
百　々　秀　心
内　藤　　　理
中　島　　　肇
南　雲　建　男
平　田　カオル
福　嶋　　　元
藤　井　彰　子
藤　井　昌　幸
不二崎　正　人
藤　田　博　久
真　谷　誠　祐
松　浦　恵　子
松　園　浩　一
松　田　　　隆
松　田　正　史
宮　島　一　敏
宮　島　とも子
宮　村　伸　一
八藤後　茂　樹
山　崎　小夜子
山　下　とも子
山　本　剛　史
渡　辺　健　一
渡　辺　宣　昭

83回Ｓ50年
相　沢　秀　幸
浅　間　芳　朗
安　宅　賢　秀
阿　部　和　弥
棈　野　一　哉
五十嵐　謙　一
石　本　真　琴
伊　藤　洋　介
今　井　　　彰
今　井　英　雄
植　木　秀　功
梅　津　雅　之
枝　並　幸　男
遠　藤　光　郎
大　関　友　博
大　関　文　雄
大　塚　芳　彦
岡　田　　　潔
荻　荘　則　幸
小　越　恵　次
小　澤　　　匡
小　沢　　　博
音　川　孝　雄
風　間　磨理子
金　子　　　修
唐　沢　俊　郎
木　下　康　司
窪　田　　　久
栗　林　　　仁
小　島　成　生
小　松　茂　樹
駒　村　　　繁

近　藤　敏　明
酒　井　啓　吉
桜　井　秀　昭
佐　藤　　　温
佐　藤　恵　子
佐　藤　悌二郎
佐　藤　　　扶
塩　谷　暢　夫
島　田　　　茂
関　矢　孫　史
相　馬　耕之助
高　桑　正　一
高　橋　克　人
高　橋　慶　子
高　山　郁　男
高　山　佳　郎
竹　内　公　英
谷　川　淳　一
玉　木　慎　一
田　宮　　　浩
登　石　　　守
富　山　武　美
中　川　克　史
中　戸　雅　博
中　野　和　男
中　村　昌　子
中　山　　　徹
中　山　　　均
長　澤　恵依子
成　田　美和子
西　田　博　子
仁多見　俊　夫
根　岸　秀　行
野　呂　咲　人
橋　本　多佳子
長谷川　晴　彦
平　澤　正　行
平　松　健　二
藤　田　祐　子
古　川　　　靖
本　間　憲　之
町　田　　　昇
水　原　章　貴
源　川　　　寛
宮　内　博　英
村　尾　弘　子
最　上　正　人
森　平　淳　子
山　際　和　明
山　口　虎　彦
山　作　房　彦
吉　澤　　　篤
吉　田　徳　治
吉　田　信　男
吉　水　　　敦
渡　邉　圭　三
渡　辺　光　一
渡　邉　　　卓
渡　邊　友　昭
渡　辺　正　昭

84回Ｓ51年
青　山　由樹子
浅　野　美　久
阿　部　時　也
阿　部　俊　幸
飯　塚　雅　士
五十嵐　英　一
石　川　　　肇
石　塚　里栄子
伊　藤　　　紹
今　井　康　晴
今　湊　良　信
岩　崎　孝　秋
遠　藤　和　彦
大　澤　　　満
大須賀　郷　子
小　黒　志津江
勝　山　綾　子
加　藤　雅　一
神　蔵　　　宏

久須美　憲　二
小　出　奈　々
小　林　和　幸
小　林　正　史
小　林　　　勝
小　林　みどり
小松原　　　宏
近　藤　公　男
近　藤　　　浩
郷　　　秀　人
郷　　　扶二子
斎　藤　敬　子
齋　藤　忠　志
坂　井　朋　之
坂　井　玲　子
清　水　　　泉
白　井　一　夫
白　倉　雅　晴
関　本　昌　吾
早　福　　　亮
高　橋　建　造
高　橋　裕　之
高　山　有　子
田　崎　和　之
田　中　昌　夫
浪　花　健　一
西　　　伸　之
野　口　和　子
野　口　俊　介
畠　野　達　郎
藤　岡　近　子
星　野　郁　夫
星　野　紹　英
星　野　　　慎
堀　江　優　子
三　浦　　　仁
山　岡　比呂志
山　口　義　弘
山　崎　元　彦
芳　川　敦　子

85回Ｓ52年
浅　田　浩　義
畔　上　桂　子
阿　部　尚　美
荒　井　裕　子
荒　川　　　毅
荒　川　弥　男
安　沢　　　智
飯　沼　泰　史
石　田　富美子
磯　西　徹　明
伊　藤　景　範
今　井　豊　重
岩　崎　龍　一
内　山　衛　次
大　越　章　吾
大　沼　文　男
岡　本　春　彦
奥　村　　　基
加　野　貴　志
川　口　敬以子
河　治　政　俊
川　村　和　忠
栗　林　直　樹
桑　原　敦　志
小　出　一　之
小　林　彰　義
小　林　喜代司
小　林　孝　平
小　林　　　敬
坂　井　泰　介
佐　藤　隆　司
佐　藤　直　道
佐　藤　　　裕
佐　野　牧　夫
塩　田　拓　哉
杉　林　　　亨
清　野　泰　之
園　田　裕　久
高　須　洋　子

高　野　宏　一
高　野　　　靖
高　見　清　志
竹　内　一　彦
田　中　　　清
玉　木　克　己
筒　井　敦　子
津　野　　　徹
戸　枝　秋　夫
登　坂　和　生
苫米地　　　令
富　山　泰　男
長　野　曜　子
成　田　一　衛
庭　野　芳　樹
長谷川　亮　子
花　角　英　世
早　川　啓　子
逸　見　和　宏
細　川　晃　二
本　間　　　諭
本　間　裕　明
桝　潟　博　史
水　上　政　道
宮　村　一　明
村　山　　　卓
森　　　知　之
若　林　昌　哉
渡　邉　　　毅

86回Ｓ53年
阿　部　淳　一
阿　保　聖　子
五十嵐　正　子
五十嵐　　　実
池　田　昌　夫
石　山　　　暁
板　井　悌　二
伊　藤　健　一
稲　田　秀　一
稲　月　　　原
右　近　祥治郎
大　塚　　　寛
岡　田　修　司
長　田　敏　哉
加賀田　　　豊
河　合　慎次郎
木　村　　　聡
栗　山　敏　昭
小　林　正　明
小　山　妙　子
斎　藤　　　健
佐々木　　　元
佐　藤　　　朗
佐　藤　浩　一
佐　藤　昌　典
晒　名　一　郎
渋　木　義　春
白　倉　俊　隆
鈴　木　正　孝
関　川　賢　信
瀬　谷　信一郎
高　野　　　薫
高　野　千津子
高　橋　聡　子
髙　橋　みどり
竹　林　　　彰
田　辺　良　明
田　辺　慶　直
玉　木　正　己
坪　野　俊　広
当　野　　　篤
時　田　英　夫
戸　塚　直　美
中　川　佳代子
中　山　　　均
長　嶋　治　夫
南　野　伸　之
乗　兼　浩　明
花　澤　一　之
林　　　孝　子

樋　口　敬　和
広　沢　利　幸
本　間　祐　子
前　田　晃　男
増　田　　　浩
丸　山　　　徹
水　野　立　裕
森　屋　　　剛
山　科　ほとり
山　田　規　夫
山　本　泰　明
米　田　忠　明
米　山　文　子
若　林　　　修
渡　辺　彩　子
渡　邉　智　子
渡　邊　　　昇
渡　辺　政　次
渡　部　智　明

87回Ｓ54年
五十嵐　昌　子
石　沢　千恵子
磯　西　靖　宏
伊　藤　　　聡
伊　藤　　　量
今　川　純　一
今　西　博　一
大　川　　　彰
大　森　克　利
荻　荘　　　誠
奥　村　克　彦
加　藤　武　治
加　藤　真理子
上　村　かおり
神　田　一　浩
木　伏　　　隆
栗　原　　　敏
駒　村　美佐子
斎　藤　光　雄
坂　井　　　徹
佐　藤　健　二
佐　藤　展　之
清　水　忠　明
須　田　　　剛
諏　訪　結　花
関　　　秀　明
高　橋　直　樹
田　口　　　操
田　崎　　　新
田　中　典　生
田　中　秀　明
戸　谷　英　樹
土器手　　　亘
長　場　秀　彦
西　山　　　茂
仁多見　　　朗
韮　沢　　　均
長谷部　　　淳
服　部　浩　志
藤　木　達　広
藤　本　健　介
細　川　英　一
細　田　　　裕
本　多　　　剛
本　間　浩　徳
本　間　由美子
宮　田　佳　則
宮　本　伸　吾
山　岸　　　毅
山　口　浩　之
山　﨑　浩　吉
山　田　治　之
吉　田　雅　浩
若　山　　　寛
渡　辺　政　城

88回Ｓ55年
天　野　　　茂
五十嵐　　　隆
五十嵐　千　秋
池　亀　美　華

池　田　全　之
池　田　寛　雄
石　原　基　規
伊　積　　　孝
今　井　信一郎
江　波　恒　夫
大　越　健　介
太　田　玉　紀
大　橋　恵　子
長　田　　　裕
小田原　宏　明
菊　地　正　生
岸　　　亮　子
君　　　伸一郎
木　村　裕　毅
草　間　博　子
鍬　間　春　男
小　竹　　　聡
小　林　久　哉
小　林　洋　子
小　湊　知　見
小　山　佳　子
後　藤　貴　行
後　藤　　　稔
齋　藤　要　一
櫻　井　弘　美
佐　藤　文　俊
澤　田　雅　子
沢　登　文　治
渋　谷　　　聡
白　井　栄　一
相　馬　恵美子
高　橋　早奈恵
高　橋　聡　貴
武　田　浩　昭
田　中　　　環
種　村　　　潔
玉　井　章　広
池　主　雅　臣
遠　山　　　斉
戸　松　康　雄
中　倉　拓　哉
野　島　晶　子
長谷川　健　司
長谷川　　　弘
畑　　　早良子
藤　澤　昌　雄
藤　田　　　巌
古　澤　俊　明
古　村　昌　子
星　名　由紀子
本　田　　　哲
本　田　まゆみ
本　間　　　候
本　間　　　茂
吉　岡　　　潤
渡　辺　徳　昭
渡　邉　治　夫

89回Ｓ56年
飯　田　 　典
池　乗　節　子
石　栗　健　一
伊　藤　孝　憲
今　井　あかね
岩　野　尚　子
遠　藤　　　聡
岡　　　由美子
神　林　正　浩
倉　田　啓　輔
倉　田　裕　一
佐々木　裕　道
佐　野　哲　郎
笹　部　恭　子
白　勢　　　治
高　橋　紀　男
瀧　川　久　孝
田　村　雅　彦
継　田　雅　美
内　藤　留美子
中　山　　　望

濁　川　博　子
灰　野　正　宏
長谷川　雄　一
ハドリー　浩美
星　井　利　樹
前　川　睦　夫
山　上　浩　志
山　口　一　成
山　田　敏　昭
脇　坂　一　郎
渡　辺　　　豊

90回Ｓ57年
相　羽　朋　紀
五百川　　　浩
池　田　美弥子
石　見　鉄　夫
大　津　左栄子
勝　山　達　志
加　藤　公　則
神　田　　　武
儀　同　政　宏
斎　藤　　　彰
斎　藤　俊　弘
斎　藤　浩　子
齋　藤　道　明
斎　藤　結　花
塩　田　　　武
白　須　洋　二
隅　木　信　利
関　根　　　浩
関　根　弘　善
袖　山　敏　明
高　野　裕　一
竹　内　菊　博
田　邉　　　文
田　辺　裕　美
塚　田　裕　子
土　屋　　　亨
坪　井　俊　樹
富　山　栄　子
中　村　　　泰
埜　上　　　洋
塙　　　伸　一
樋　口　正　史
本　間　　　洋
前　川　信　介
宮　北　　　靖
村　上　恭　子
村　上　　　肇
森　　　　　豊
山　田　修　敬
横　井　義　彦
渡　辺　　　修
渡　邉　修　也

91回Ｓ58年
姉　崎　　　淳
阿　部　見和子
荒　若　信　子
安　藤　正　史
五百川　　　裕
五十嵐　直　彦
石　山　恒　貴
磯　部　　　剛
市　川　　　健
今　井　千　春
上　田　　　剛
大　川　　　豊
太　田　勇　二
長　田　　　充
小　野　和　人
梶　　　慎一郎
小　竹　聖　一
兒　玉　一　昭
小　林　裕　之
後　藤　　　透
後　藤　寛　志
鈴　木　宏　幸
高　井　英　智
寺　井　　　豊
寺　崎　芳　典
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橋　本　俊　彦
古　山　恒　夫
本　間　政　春
真　柄　頴　一
松　永　宏　五
松　原　和　子
丸　田　　　堯
南　木　　　均
三　善　正　之
吉　田　秀　穗
和久井　和　彦
渡　辺　玄　弥
渡　部　正　敏

73回Ｓ40年
雨　宮　則　夫
飯　村　　　修
石　黒　　　久
石　田　レイ子
稲　月　義　昭
大　沢　義　弘
尾　口　　　基
小野塚　眞　一
笠　井　　　隆
片　桐　　　允
樺　沢　礼　子
解　良　都代子
近　藤　束　穂
齊　藤　昭　治
齋　藤　信　昭
篠　川　　　和
佐　野　　　修
島　影　幸　男
鈴　木　厚　人
関　　　伶　子
關　野　弘　賢
関　谷　清　和
高　島　敬　二
高　橋　　　巌
高　橋　　　昇
高　橋　　　浩
田　中　光　二
寺　前　直　子
豊　岡　示　朗
中　野　　　治
中　原　和　之
南　波　祐　二
野　城　眞　理
長谷川　　　理
長谷川　満　男
平　川　　　博
丸　山　澄　夫
皆　川　雅　朋
南　　　英　雄
宮　崎　由　美
森　　　敬　治

74回Ｓ41年
藍　沢　幹　人
相　場　哲　朗
相　場　文　夫
五十嵐　由　之
池　田　正　行
石　原　法　子
石　本　陽　子
和　泉　　　潤
伊　藤　幸　司
伊　藤　吾　朗
伊　藤　玲　子
岩　城　修　平
大　石　憲　一
岡　村　健　吉
奥　寺　淳　子
小　原　俊　雄
風　間　悦　男
鹿　島　正　裕
川　上　　　耕
河　崎　順　昭
木　下　真由美
倉　島　敬　雄
解　良　和　郎
小　池　哲　雄

小　出　信　治
古　賀　良　生
小　竹　孝　之
近　藤　隆　夫
坂　井　　　靖
笹　川　久　男
佐　藤　成　昭
佐　藤　俊　栄
佐　藤　春　雄
志　田　常　弘
鈴　木　勝　紀
鈴　木　芳　造
関　　　憲一郎
高　木　　　顕
高　橋　　　保
髙　橋　信　郎
竹　内　　　裕
田　中　秀　明
堤　　　芳　夫
坪　川　藤　夫
戸　枝　一　明
富　樫　孝　一
殿　内　重　政
富　澤　慶　栄
中　野　克　之
永　井　明　彦
丹　羽　　　寛
沼　田　　　清
橋　本　昭一郎
波多腰　　　明
番　場　　　清
樋　口　　　豊
広　神　俊　彦
広　瀬　　　秀
広　野　光　子
福　田　善　規
藤　田　文　子
古　川　兵　衛
本　間　　　裕
森　澤　　　盾
柳　下　葉　子
谷内田　健　次
柳　川　紘　三
渡　辺　弘　美
渡　辺　洋　一
渡　部　終　五

75回Ｓ42年
青　柳　　　豊
阿　部　恒　久
有　薗　順　子
五十嵐　　　正
石　川　　　茂
石　澤　政　夫
石　田　　　彰
石　橋　正　利
伊　藤　啓　司
伊　藤　哲　夫
今　井　恵太郎
岩　崎　義　則
上　田　　　茂
上　原　　　恒
薄　井　　　勇
大　井　　　裕
大　塚　惠　子
大　野　敏　雄
大　野　道　子
大　原　哲　三
岡　田　政　文
小　柳　幹　夫
柿　坂　伸　子
笠　井　　　忠
加　藤　　　博
加　藤　雅　喜
神　林　アヤ子
小　泉　慈　行
小　出　公　平
小　島　富美子
小　林　純　一
小　山　　　隆
近　藤　あき子

近　藤　信　義
斎　藤　昭　雄
坂　井　克　夫
坂　井　啓　二
佐々木　珠　夫
佐　藤　邦　雄
佐　藤　幹　夫
佐　野　幹　雄
佐　野　康　子
篠　田　　　昭
白　井　　　元
白　鳥　十　三
鈴　木　正　夫
高　橋　清　一
高　橋　久　夫
高　橋　正　明
高　橋　美　樹
多　賀　美代蔵
田　中　壮太郎
田　辺　英　志
谷　澤　悦　子
谷　澤　隆　邦
玉　井　正　光
玉　木　正　一
玉　木　　　廣
富　山　修　一
中　野　博　夫
永　井　博　子
永　井　道　夫
南　部　由美子
野　崎　　　茂
橋　爪　博　美
服　部　　　昭
馬　場　俊　博
檜ケ谷　正　道
廣　川　　　均
藤　井　建　一
藤　田　治　作
藤　田　　　普
藤　縄　利　勝
本　間　　　均
本　間　淑　子
丸　山　義　博
三　冨　　　修
皆　川　　　信
宮　　　純　一
百　都　　　健
山　上　卓　夫
山　田　美恵子
山　根　英　郎
吉　田　孝　一
渡　辺　　　新
渡　邊　研　二
渡　辺　秀　雄
渡　邊　勝　斗
渡　邉　令　子
渡　部　一　俊
渡　部　信　子

76回Ｓ43年
青　山　耕　一
浅　見　　　茂
安　達　　　修
阿　部　緑　生
荒　川　秀　夫
五十嵐　博　喜
伊　奈　良　重
梅　田　正　敏
大井戸　佐紀夫
大　橋　誠　五
大　山　哲　司
尾　張　明　美
恩　田　雅　和
海　部　和　史
加　澤　正　樹
梶　井　直　文
北　村　幸　輝
吉　川　洋　志
木　下　正　仁
桐　生　和　男
小　林　　　博

近　藤　修　二
近　藤　壽　邦
斎　藤　　　治
齋　藤　正　行
佐　藤　俊　雄
佐　藤　　　悠
三　五　　　徹
菅　原　正　廣
杉　山　　　悟
鈴　木　　　明
鈴　木　茂　夫
鈴　木　隆　雄
鈴　木　　　俊
鈴　木　正　博
髙　倉　まち子
竹　内　誠　司
竹　内　　　正
田　代　雅　春
田　代　良　子
田　中　　　明
田　巻　俊　一
田　宮　洋　一
戸　枝　哲　郎
栃　倉　幸　一
中　俣　正　美
中　山　三喜栄
長　井　一　彦
長　北　　　学
長　澤　菊　男
梨　本　　　篤
西　沢　芳　樹
根　津　則　子
林　　　　　誠
細　谷　洋　一
堀　川　万洲夫
本　間　村　紀
三　浦　まゆみ
三　沢　　　健
水　間　秀　一
湊　　　　　勝
箕　輪　光　泰
村　山　ひろみ
村　山　裕　一
安　田　充　年
山　際　岩　雄
山　添　明　子
山　田　俊　郎
山　内　春　夫
湯　本　雅　恵
鷲　尾　栄　作
渡　辺　　　薫
渡　辺　　　力
渡　辺　　　拡

77回Ｓ44年
赤　坂　長　右
足　達　淑　子
阿　部　悦　雄
天　尾　雅　実
安　藤　　　徹
五十嵐　春　雄
石　川　鋭　一
石　本　正　幸
猪　股　律　子
内　山　裕　文
遠　藤　修　司
大　嶋　　　彰
大　塚　忠　雄
大　場　賢　一
岡　本　道　生
風　間　　　誠
片　山　　　等
キーン　誠　己
北　畠　要　一
北　村　一　雄
木　村　哲　郎
工　藤　英　明
久　保　重　男
栗　山　和　広
黒　山　　　薫
桑　原　彰　子

小　林　　　悟
小　林　敬　明
小　林　　　満
斎　藤　　　厚
齋　藤　　　憲
斎　藤　繁　夫
桜　井　宗　一
佐　藤　　　茂
佐　藤　寿　一
佐　藤　壽　秀
清　水　道　雄
関　根　伸　春
瀬　野　正　英
曽　我　恒　有
高　井　一　秀
高　野　孝　治
高　橋　　　卓
高　橋　雅　文
高　橋　康　夫
多　田　行　規
田　中　悦　子
田　辺　悦　雄
田　辺　謙　二
田　邉　重　幸
津　野　誠　一
富　田　正　博
中　矢　　　明
永　井　恵　一
長　井　健　司
永　井　　　透
長　井　　　康
西　　　和　男
西　山　達　士
野　澤　英之助
野　村　裕　子
生　野　　　勝
長谷川　次　郎
長谷川　　　実
波田野　　　明
日野浦　広　昭
藤　崎　克　己
藤　原　正　博
本　間　　　滋
本　間　　　奨
本　間　久　博
枡　山　健　一
松　崎　澄　義
丸　山　修　史
水　野　義　行
宮　田　純　一
武　藤　敏　明
矢　崎　まゆ子
山　崎　　　健
山　田　恆　樹
吉　澤　　　進
渡　辺　　　茂

78回Ｓ45年
相　澤　裕　吉
相　田　浩　輔
青　木　孝　一
飯　塚　知　寛
五十嵐　祐　司
板　井　一　彦
伊　東　真知子
今　井　高　二
岩　城　文　夫
上　田　憲　司
遠　藤　和　男
大　坂　寿　男
太　田　秀　樹
岡　崎　美津子
小　田　勇　司
小　野　六　花
加　藤　章一郎
加　藤　俊　幸
金　沢　　　宏
金　沢　泰　子
木　杢　恭　一
久　世　隆　雄
熊　谷　克　巳

熊　木　徳次郎
倉　井　敏　磨
小　泉　隆　晴
高　坂　謙　一
児　玉　英　樹
小　林　雅　暢
斎　藤　庫之丞
坂　部　孝　雄
笹　川　孝　子
佐々木　　　巌
志　藤　洋　子
篠　田　敏　朗
清　水　幸　栄
鈴　木　　　隆
鈴　木　裕　二
須　田　幸　子
関　　　尚　久
関　川　久　男
曽　根　　　正
高　橋　　　隆
田　原　次　夫
土　谷　　　厚
寺　尾　　　綾
長谷川　多　鶴
長谷川　まこと
福　原　　　等
細　島　博　志
本　田　靖　博
松　田　元　男
水　沼　眞　一
水　野　　　亨
村　田　光　男
矢　沢　公　一
山　口　正　人
山　崎　一　正
吉　川　康　三
吉　澤　哲　彦
吉　田　雄　一
吉　田　弓　子
若　月　秀　男
脇　川　弥壽彦
渡　辺　　　茂
渡　辺　美　映

79回Ｓ46年
間　　　辰　雄
青　木　洋　子
青　山　義　明
淺　井　敬　一
浅　間　恒　雄
阿　部　　　毅
五十嵐　康　之
石　井　智　裕
石　津　　　進
伊　藤　　　毅
猪　股　裕紀洋
今　井　　　誠
植　木　秀　任
内　山　　　修
江　花　和　郎
大　野　俊　治
岡　田　　　均
小　沢　　　剛
小　野　　　章
梶　島　秀　雄
片　岡　道　夫
勝　山　　　昇
河　　　正　子
川　合　千　尋
川　合　由美子
川　島　邦　夫
河　野　雅　子
神　林　　　裕
北　原　宏　一
木　村　泰　博
久保田　愛　子
倉　田　由　美
小　池　康　義
小　泉　仲　之
小飯塚　　　稔
後　藤　　　丹

齋　藤　秀　葊
坂　井　豊　明
笹　川　富士雄
佐々木　隆　輔
佐　藤　和　明
佐　藤　晃　一
佐　藤　たつ子
佐　藤　俊　夫
佐　藤　富士夫
佐　藤　玲　子
三　膳　義　久
渋　谷　　　昇
庄　司　義　興
白　井　英　隆
白　井　行　雄
杉　山　順　爾
鈴　木　正　昭
関　川　孝　子
瀬　戸　聡　和
竹　田　篤　英
武　田　邦　彦
田　阪　憲　昭
田　代　文　俊
田　島　直　也
田　中　　　隆
田　辺　英　男
田　辺　寛　明
玉　井　美　穂
田　巻　清　文
土　田　　　進
寺　田　徳　一
戸　枝　　　誠
豊　島　宗　厚
鳥　羽　正　尚
冨　井　和　子
内　藤　真　一
西　方　明　良
野　島　常　雄
野　村　正　史
長谷川　和　彦
林　　　綾　子
林　　　　　睦
葊　嶋　　　顯
藤　井　大三郎
藤　巻　則　夫
藤　原　　　明
保　苅　俊　治
星　　　孝　邦
細　野　雅　彦
細　山　正　則
本　間　善　夫
本　間　義　康
前　田　和　夫
丸　潟　　　孝
源　川　信　栄
三　保　恵美子
持　田　佳代子
山　田　実和子
山　本　純　司
山　本　伸　司
横　尾　尚　巳
横　川　憲　司
吉　田　至　夫

80回Ｓ47年
青　木　義　夫
旭　　　慶　典
安　住　利恵子
安　沢　美和子
池　　　淳　一
池　田　博　文
石　田　幸　雄
伊　藤　　　明
今　井　敏　明
植　木　邦　彦
上　松　敏　之
内　山　政　二
梅　津　博　之
及　川　純　子
扇　　　嘉　明
大　霜　博　之

太　田　啓　子
大　塚　善　紀
小　畑　　　修
小　畑　　　茂
加　藤　新　一
上　村　　　諭
川　名　正　敏
菊　池　隆　宣
岸　　　直　毅
杵　淵　　　信
小　池　雅　彦
小　出　　　馨
小　林　栄　思
小　林　耕　蔵
小　林　　　洋
小　林　雅　博
小　林　亮　介
小　山　　　晃
斉　藤　一　恵
齊　藤　正　春
坂　上　富士男
坂　上　郁　代
櫻　井　　　優
佐　藤　信　也
佐　藤　正　昭
塩　澤　裕　子
柴　田　一　枝
渋　谷　憲　英
清　水　富　信
鈴　木　　　努
清　野　高　志
関　本　道　章
髙　橋　直　人
田　邉　　　肇
遠　山　知香子
中　澤　秀　栄
中　野　正　幸
中　山　　　真
長　沼　正　昭
西　山　克　尚
畑　　　新一郎
原　　　永　庫
福　田　　　勉
古　川　　　学
堀　場　　　恵
前　田　義　憲
枡　山　康　二
松　橋　由美子
松　元　直　子
宮　原　　　務
森　　　正　司
森　岡　一　彦
山　井　健　介
山　際　克　巳
米　川　宏　一

81回Ｓ48年
相　場　　　剛
朝　井　　　豊
荒　川　　　洋
五十嵐　　　修
五十嵐　　　公
五十嵐　　　渉
石　橋　　　勉
伊　藤　秀　夫
今　井　良　彦
今　村　紀　子
江　口　　　司
遠　藤　則　夫
大　塚　　　明
片　桐　裕　則
金　安　和　子
鎌　田　昭　子
神　田　　　剛
桑　原　　　隆
小　出　千　秋
小　飼　雅　道
越　野　昌　芳
小　見　　　清
斎　藤　　　直
坂　井　秀　弥
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全日制
50回Ｓ18年
橋　本　達　也

51回Ｓ19年
今　泉　笑　顔
北　村　　　茂

53回Ｓ20年
田　崎　国　夫

55回Ｓ22年
新　井　勝　龍
今　湊　良　敬
片　岡　啓一郎
金　子　隆　弘
常　木　　　剛
富　所　壽　男

56回Ｓ23年
赤　坂　長　弥
加　藤　勝　則
小　島　直　孝
斎　藤　　　恒
田　中　　　孝

58回Ｓ25年
安　倍　　　豊
高　田　龍　介
早　川　哲　夫
間　島　速　雄

59回Ｓ26年
相　川　義　信
青　木　久　馬
飯　村　康　一
栗　林　重　夫
鈴　木　誠　一
西　脇　　　諭
堀　　　滋　久
吉　川　　　篤

60回Ｓ27年
石　黒　忠　士
市　川　　　豊
伊　藤　勝　也
小　川　秋　実
落　合　夏　樹
片　岡　　　眞
金　塚　　　尚
小　島　洋　吉
小　林　　　亨
杉　野　剛　博
高　城　英　雄
髙　橋　栄　明
田　村　和　郎
中　田　　　亨
中　村　信　夫
橋　本　行　雄
平　田　大　六
藤　本　　　剛
渡　邊　　　修

61回Ｓ28年
浅　間　道　子
阿　部　徳治郎
池　田　元　嘉
石　井　　　淳
熊　谷　隆　幸
小　林　孝　司

小　林　貞　夫
小　林　元　雄
齋　藤　義　明
佐々木　　　繁
佐々木　　　肇
関　根　　　理
滝　沢　哲　也
中　野　　　進
中　村　龍　雄
野　俣　　　徹
長谷川　義　明
番　場　道　夫
日　暮　　　廣
本　間　淑　人
八　木　宏　和

62回Ｓ29年
阿　部　邦　夫
石　田　忠　郎
内　山　一　雄
大　澤　澄　男
貝　津　徳　男
木　村　　　望
近　藤　琢　也
近　藤　哲　朗
斎　藤　隆　志
佐　藤　　　恰
佐　藤　信　夫
鈴　木　哲　夫
曽　我　　　健
立　川　国　臣
田　中　昭　夫
田　村　貫次郎
長谷川　舜　治
平　原　康　男
真　壁　伍　郎
三　國　龍　彦
村　山　悦　朗
本　井　孝　至
吉　川　達　雄
渡　辺　順　司
渡　辺　千　里

63回Ｓ30年
阿　部　　　聡
五十嵐　信一郎
泉　　　　　均
今　井　幸　雄
江　口　律　子
岡　田　　　靖
梶　原　義　郎
金　川　　　博
北　村　壽　一
櫛　谷　　　満
小　林　俊　雄
杉　山　弘　道
相　馬　　　潔
高　木　章　介
瀧　澤　一　彦
瀧　澤　正　元
團　原　友　之
中　村　　　瑛
中　村　輝　一
二階堂　　　修

二　木　信　行
長谷川　潤　治
長谷川　　　正
平　原　正　男
牧　野　英　二
三　浦　喜代次
水　落　義　樹
村　山　弘　義
山　田　　　力
山　宮　英　樹
山　本　弘　司
山　本　潤　一
渡　辺　要一郎

64回Ｓ31年
江　口　一　弥
風　間　治　雄
小　林　　　脩
近　　　信　雄
佐　川　清　士
佐　藤　唯　司
鈴　木　厚　生
鈴　木　　　喬
高　橋　幸　雄
中　山　輝　也
星　　　　　満
松　永　邦　夫
森　田　一　郎

65回Ｓ32年
安　藤　宜　清
飯　野　勝　栄
五十嵐　　　徹
池　　　隆　史
石　黒　　　元
岩　野　一　郎
植　木　昭　彦
大　堀　隆　夫
小　栗　政　夫
神　林　純　夫
小　林　　　亘
近　藤　昭　雄
佐　藤　政　喜
清　水　正　夫
白　井　三　雄
鈴　木　達　昭
田　辺　建　一
玉　木　政　美
中　谷　一　泰
中　山　捷　彦
難　波　勝　平
二　木　　　央
根　津　重　行
野　崎　睦　美
葊　瀬　啓　子
藤　井　　　青
本　田　紘　一
本　間　英　男
松　木　美智子
宮　川　忠　和
村　木　利　夫
山　田　松　寿
山　本　和　親
吉　井　士　郎

66回Ｓ33年
行　形　和　也
池　田　　　葵
稲　月　喜　一
今　井　正　雄
薄　田　芳　丸
榎　並　義　允
岡　　　　　豊
加　藤　敏　弘
加　藤　靖　夫
上　村　範　子
神　田　征　輝
小　泉　正　俊
小　出　秀　二
小　林　啓　志
小　林　裕　子
近　藤　宏　一
里　村　和　彦
下　川　友　也
十　二　冨士夫
鈴　木　　　隆
高　島　敬　子
高　橋　卯喜男
梨　本　鵬　二
藤　田　佐津紀
水　野　健　治
三　井　昌　子
村　木　健　二
八　木　　　純
矢　崎　善　則
矢　部　直　子
山　口　　　信
吉田　六左エ門
若　林　　　昭
渡　邊　孝　男

67回Ｓ34年
阿　部　　　智
池　　　隆　夫
石　井　恵　子
伊　藤　紀　朗
大　滝　正　通
岡　崎　　　功
奥　村　紀　男
小　野　勝　義
片　山　忠　一
川　口　　　襄
川　崎　昌　彦
北　場　勝　也
小　林　晋　一
斉　藤　久美子
佐　川　八重子
佐々木　邦　夫
塩　原　　　満
清　水　雄　伍
白　井　　　節
菅　沼　重　登
菅　又　　　信
杉　山　直　久
鈴　木　正　之
関　根　昭　一
瀬　下　一　三
高　橋　　　仁

竹　内　正　明
田　中　　　収
寺　井　　　宏
中　川　　　昇
中　野　　　仁
濵　田　達　郎
一　栁　　　肇
廣　瀬　　　弘
広　野　達　彦
星　　　　　允
堀　川　　　楊
本　間　　　寛
松　川　哲之助
松　島　啓　二
三　堀　　　浩
皆　川　　　学
保　田　　　勲
山　際　　　肇
吉　田　一　郎
渡　辺　　　脩
渡　部　　　透

68回Ｓ35年
安　達　賢　司
安孫子　晋　治
阿　部　尚　武
伊佐早　幸　男
石　黒　正　子
石　橋　輝　樹
片　桐　靖　孝
加　藤　ト　モ
加　藤　 　雄
上　村　敦　子
上　村　昌　司
上　村　嶺　子
北　村　泰　作
草　野　　　佐
駒　林　進四郎
今　野　公　和
後　藤　林　八
斎　藤　健　弥
齋　藤　重　信
齋　藤　正　果
佐々木　賢　介
佐　藤　　　薫
佐　藤　公　子
佐　藤　広　則
須　磨　美　博
関　口　徹　雄
高　見　　　潔
滝　澤　辰　雄
竹　石　　　肇
田　中　宣　男
田　中　光　弥
田　村　武　次
池　主　憲　夫
土　田　　　正
中　村　輝　夫
中　村　秀　子
西　原　　　徹
畑　山　　　勉
藤　崎　昌　彦
藤　田　　　実

松　橋　英　夫
松　原　伸　子
丸　山　　　弘
水　上　耕一郎
森　田　浩　二
若　松　昌　弘
渡　 　千　艦

69回Ｓ36年
青　木　利　祐
赤　城　征　雄
阿　部　正　昭
飯　島　信　輔
伊海田　英　夫
石　本　隆太郎
今　井　昭　雄
大　川　昭一郎
大　関　久美子
大　谷　勝　美
大　森　ゆかり
岡　田　尚　子
小　黒　朋　弘
小　沢　武　文
鍵　富　雅　雄
笠　原　　　弘
片　山　厚　生
加　藤　　　滉
木　戸　恵　子
小　出　　　紘
小　島　健　二
小　林　　　勲
斎　藤　国　雄
斎　藤　駿　介
坂　爪　征　基
佐々木　　　忠
塩　沢　拓　夫
清　水　一　男
清　水　　　隆
鈴　木　将　夫
曽　我　紘　一
高　橋　義　教
高　柳　洋　夫
玉　木　　　清
田　巻　靖　雄
敦　井　栄　一
寺　尾　芳　樹
富　所　忠　男
永　井　晴　美
新　田　公　子
野　崎　武　敏
長谷川　裕　之
細　野　義　彦
本　間　禎　介
松　尾　健　司
松　岡　由紀子
水　野　純　也
水　野　美智子
宮　野　佐　年
山　田　　　栄
横　山　嘉　夫
吉　岡　威　宣

70回Ｓ37年
井　口　礼　里

池　田　好　正
石　井　幸　子
石　原　　　誠
伊　藤　　　明
岩　脇　秀　廸
江　口　光　夫
小　澤　欣　治
笠　原　大　仙
加　藤　清　策
加　藤　奠　三
金　子　健　三
金　子　正　史
川　田　昌　人
栗　山　勝　博
小　泉　和　代
小　嶋　桂　吾
小　山　正　一
斉　木　孝　雄
齋　藤　典　子
齋　藤　弘　道
坂　井　政　行
酒　井　ゆき子
佐　藤　一　也
塩　原　　　聰
志　賀　安　雄
品　田　悦　孝
関　口　明　子
高　尾　英　明
髙　橋　治　夫
高　見　　　健
武　石　正　中
田　中　　　信
田　辺　　　豊
田　村　信　昭
鶴　木　勇　夫
中　島　忠　雄
中　村　重　樹
長　山　吉　之
新　田　誠　一
野　村　　　治
花　輪　　　治
馬　場　照　惠
日江井　敦　子
伏　見　省　三
増　田　勝　弥
松　原　　　紘
右　田　　　洋
南　　　貞　嘉
村　田　紀　夫
山　岸　憲　安
山　宮　士　郎
吉　川　正　孝
吉　田　　　豊
渡　部　　　坦

71回Ｓ38年
五十嵐　敦　子
五十嵐　　　修
伊　藤　邦　彦
井　上　　　悳
今　井　清　治
大　湊　幸　二
尾　崎　恵美子

風　間　英　昭
柄　沢　　　卓
川　上　紘　平
河　村　直　美
小　泉　淑　子
木　間　勝　正
小　林　軍一郎
近　藤　昌　敏
近　野　　　茂
佐　藤　　　彬
佐　藤　正　之
菅　原　宗　人
鈴　木　左　門
関　川　正　利
関　本　昌　隆
高　橋　ク　ニ
高　橋　健　造
中　野　　　久
永　井　　　泉
西　尾　レ　ン
韮　澤　孝　二
野　沢　正　樹
長谷川　　　守
濱　田　敏　克
福　井　明　子
松　原　要　一
宮　村　達　男
山　田　耕　司
渡　辺　赫　子
渡　辺　清　雄

72回Ｓ39年
青　海　道　寛
阿　部　　　勲
阿　部　道　行
荒　井　龍　二
池　田　新　一
今　井　美知子
上　松　正　次
梅　田　典　夫
大　野　　　博
奥　山　　　守
落　田　真　一
小　林　正　昭
近　藤　　　正
斎　藤　古　志
齊　藤　俊　正
佐　野　正　俊
志　賀　由紀子
渋　井　和　夫
渋　井　保　之
鈴　木　理　子
砂　山　琢　磨
祖父江　邦　子
立　川　克　雄
富　田　省　一
冨　田　由　李
中　島　　　彰
中　村　　　功
中　村　民　子
長　浜　敏　男
西　村　正　徳
丹　羽　正　之

令和７年度前期　青山同窓会会費納入者
令和７年４月より９月末まで納入いただいた方を掲載しております。10 月以降に納入された方は次号に掲載いたします。
会費を納入していただきますと「青山同窓会報」を毎号お届けいたします。申し訳ありませんが、納入のない方には「会報」
をお送りすることができなくなってしまいます。本年度未納の方は是非３月までにお振り込みくださいますようお願い申し
上げます。
令和８年度会費納入のお願いと振込用紙は、令和８年度総会のご案内と一緒にご郵送いたします。

年会費　　１口　1,000 円。できるだけ３口以上でお願いいたします。手数料はご負担をお願いします。
振込先　　【郵便振替口座】　00650 － 7－ 4455　青山同窓会
　　　　　【第四北越銀行】　白山支店　普通口座　5008609　青山同窓会年会費



訂正とお詫び 

 

令和 8 年 1 月 1 日発行の「第 122 号 青山同窓会報」に掲載した記事の内容に一部誤りがござい

ました。 

記 

 

「令和 7 年 青山同窓会総会・懇親会の報告」（2 ページ）における各地の開催報告の中で、関西

青山同窓会会長・恩田雅和様（76回）のお名前の記載が漏れておりました。 

 

関係者の皆様ならびに恩田様にはご迷惑をおかけしましたことを、心よりお詫び申し上げます。 

 


